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おいしい久喜のイチゴを堪能！
　埼玉県内でもトップクラスの栽培面
積、収穫量を誇る久喜市のイチゴ。菖
蒲グリーンセンターでは、５月ごろま
でイチゴ狩りを楽しむことができます。
　連日、お子さんからお年寄りまで多
くの方が訪れ、地元の農家の皆さんが
作ったおいしいイチゴを味わっていま
した。
　詳しくは、菖蒲グリーンセンターへ
お問い合わせください。（☎85－4444）

主 な 内 容

広報

『広報くき』『広報くきお知らせ版』は、市内各公共施設などに置いています。
また、市ホームページ（http://www.city.kuki.lg.jp）やマチイロ（スマートフォン
アプリ）からも、ご覧になれます。

●久喜市長選挙　久喜市議会議員一般選挙のお知らせ
●平成30年度当初予算の概要をお知らせします
●第2期久喜市教育振興計画を策定しました
●障がいのある方の相談支援事業をご存じですか
●平成30年度は3年に一度の
　　　　　固定資産税の評価替えの年です
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◆
投
票
で
き
る
方

　

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
り
、
久
喜
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

年
齢　

平
成
12
年
４
月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

住
所　

平
成
30
年
１
月
14
日
ま
で
に
転
入
の

届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
久
喜
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

　

な
お
、
投
票
日
当
日
（
期
日
前
投
票
を
す

る
方
は
、
投
票
を
す
る
日
）
ま
で
に
、
市
外

へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

◆
投
票
所
入
場
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す

　

投
票
日
当
日
の
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る

「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
は
、
１
人
１
枚
、

世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
封
書
で
４
月
15
日
㈰

ご
ろ
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
期
日
前
投
票
な

ど
の
案
内
チ
ラ
シ
も
同
封
し
ま
す
。
投
票
の

際
に
は
、
自
分
の
名
前
が
記
載
さ
れ
た
投
票

所
入
場
整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
を
す
る
方
は
、
裏
面
の
宣
誓

書
を
事
前
に
記
入
し
て
か
ら
お
越
し
い
た
だ

け
れ
ば
、
受
付
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
30
日
㈮
以
降
に
、
市
内
で
転

居
さ
れ
た
方
は
、
転
居
さ
れ
る
前
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
転
居
さ
れ
た
場
合
は
、
投
票
所
入

場
整
理
券
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
転
居
さ
れ
る
際
は
、
必
ず
郵
便
局
に
転

居
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
用
紙
の
記
入
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�
投
票
所
で
交
付
す
る
用
紙
で
な
い
紙
に
書

い
た
も
の

・�

候
補
者
で
な
い
者
や
複
数
の
候
補
者
の
氏

名
を
書
い
た
も
の

・
自
書
し
な
い
も
の

・�

他た

じ事
を
書
い
た
も
の
や
「
だ
れ
」
の
氏
名

を
書
い
た
か
確
認
で
き
な
い
も
の　

な
ど

　

投
票
所
の
記
載
台
に
候
補
者
の
氏
名
を
記

載
し
た
「
氏
名
等
掲
示
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
中
の
１
人
の
候
補
者
の
氏
名
を
は
っ
き

り
と
正
し
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
投
票
・
点
字
投
票　

○
代
理
投
票

　

身
体
の
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
自
ら
候
補

者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

投
票
所
の
係
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
係

員
が
候
補
者
の
氏
名
を
代
筆
し
ま
す
。

　

書
か
れ
た
内
容
が
他
に
漏
れ
る
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
方
は
、
点
字
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

点
字
器
や
点
字
用
の
投
票
用
紙
、
点
字
の

候
補
者
氏
名
一
覧
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
係
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
外
出
な
ど
の
事

情
で
自
ら
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

ま
た
は
そ
の
見
込
み
で
あ
る
場
合
、
期
日
前

投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
期
日
前
投
票

　

本
人
が
、
直
接
、
次
の
６
か
所
の
期
日
前

投
票
所
の
い
ず
れ
か
に
て
、
投
票
所
入
場
整

理
券
裏
面
の
宣
誓
書
ま
た
は
期
日
前
投
票
所

に
備
え
付
け
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
で
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
16
日
㈪
～
21
日
㈯

持
物　

投
票
所
入
場
整
理
券

※�

投
票
所
入
場
整
理
券
を
紛
失
、
ま
た
は
届

い
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
ご
本
人
と
確
認
で
き

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
受
付
で
そ
の

旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※�

投
票
日
当
日
に
は
18
歳
に
達
す
る
が
、
期

日
前
投
票
を
行
お
う
と
す
る
日
に
ま
だ
18

歳
に
達
し
て
い
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

で
は
な
く
、
不
在
者
投
票
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
不
在
者
投
票

１　

滞
在
地
で
投
票
す
る
場
合

　

市
外
の
滞
在
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

不
在
者
投
票
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
立
ち
会
い
の

も
と
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２　

郵
便
等
に
よ
り
投
票
す
る
場
合

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
等
が
あ
り
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
ご
自
宅
で
郵
便
等

に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

方
法
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
る
方
も
し
く
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
に
な
る
方
の
詳
細
は
、
広
報
く
き

１
月
１
日
号
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 久喜市長選挙　久喜市議会議員一般選挙のお知らせ ●

投票順序と用紙

 

市
長
選
挙
の
投
票

（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
に
黒
刷
り
）

➡

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票

（
白
色
の
用
紙
に
黒
刷
り
）

次に 先に

投
票
場
所

時
間

市
役
所
（
本
庁
舎
）
・

各
総
合
支
所

８
時
30
分
～
20
時

モ
ラ
ー
ジ
ュ
菖
蒲
３
階

モ
ラ
ー
ジ
ュ
ホ
ー
ル

10
時
～
20
時

ク
ッ
キ
ー
プ
ラ
ザ

５
階

12
時
～
21
時

※
21
日
㈯
は
20
時
ま
で

久
喜
市
長
選
挙

久
喜
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
２
４
７
）

投票日
４月22日㈰
7時～20時
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３ 　

不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
病

院
等
（
指
定
病
院
等
）
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
方
が
投
票
す
る
場
合

　

院
長
や
施
設
長
に
申
し
出
て
、
そ
の
施
設

内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内
の

指
定
病
院
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

市
外
の
施
設
に
入
院
・
入
所
を
し
て
い
る

場
合
は
、
指
定
病
院
等
か
ど
う
か
を
直
接
病

院
等
で
確
認
す
る
か
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報
を
発
行
し
ま
す

　

候
補
者
の
政
見
や
写
真
な
ど
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
投
票
す
る

と
き
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
公
報
は
、
４
月
15
日
㈰
の
告
示
日
以

降
、
準
備
が
整
い
次
第
、
各
世
帯
に
新
聞
折

り
込
み
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
、

各
総
合
支
所
、
公
民
館
、
郵
便
局
、
農
協
な

ど
に
も
備
え
置
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
で
、
郵
送
に
よ
る
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
郵
送
に
よ

り
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を

印
刷
し
頒
布
す
る
と
、
公
職
選
挙
法
に
抵

触
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
開
票
に
つ
い
て

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
に
行
い
ま
す
。
参

観
希
望
の
方
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け
を

し
て
く
だ
さ
い
。

開
始
時
間　

21
時

場
所　

毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
（
第
１
体
育
館
）

※�

参
観
人
は
２
０
０
人
ま
で
に
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
と
は
、
投

票
に
関
す
る
質
問
や
依
頼
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト

で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
耳
の
聴
こ
え
に
く

い
方
や
発
声
が
困
難
な
方
も
、
指
差
し
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
筆
談
用
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と
併
せ
て
、

全
て
の
投
票
所
の
受
付
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

「
久
喜
市
長
選
挙
」
「
久
喜
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
」
に
関
す
る
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

投
開
票
速
報
な
ど
も
掲
載
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.city.kuki.lg.jp/

shisei/senkan/shicho-
shigi/index.htm

l

　

家
族
で
選
挙
に
つ
い
て
話
す
こ
と
、
家
族

が
投
票
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
、
将
来
の

久
喜
市
そ
し
て
日
本
を
担
う
子
ど
も
・
若
者

た
ち
に
と
っ
て
の
学
び
や
経
験
に
な
る
は
ず

で
す
。

　

投
票
所
に
は
18
歳
未
満
の
方
も
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
み
ん
な
で
入
場
で

き
ま
す
。

　

久
喜
市
で
は
商
業
施
設
で
の
期
日
前
投
票

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

お
買
い
物
や
お
出
か
け
の
際
に
家
族
み
ん

な
で
投
票
所
へ
！

　

あ
な
た
の
一
票
を
大
切
に
。
忘
れ
ず
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
！

● 久喜市長選挙　久喜市議会議員一般選挙のお知らせ ●

別表　市内不在者投票指定病院等（14か所）

指定施設名 所在地 電話番号

新久喜総合病院 上早見418－1 26-0033

新井病院
久喜中央2－2－
28 21-0070

久喜すずのき病院 北青柳1366－1 23-6540

蓮江病院 本町1－7－12 21-0061

埼玉県済生会栗橋病院 小右衛門714－6 52-3611

東鷲宮病院 桜田3－9－3 58-2468

特別養護老人ホーム鶴寿荘 北青柳1364 23-6288

特別養護老人ホーム久喜の里 下早見1728－1 25-2100

特別養護老人ホーム陽日館 下早見1728－1 25-2100

特別養護老人ホームしょうぶの里
菖蒲町下栢間
2815-1 85-6688

特別養護老人ホーム栗橋翔裕園 栗橋310－1 52-6611

特別養護老人ホーム恒寿苑 中妻902 58-7577

特別養護老人ホーム鷲宮苑 上川崎607 58-7762

特別養護老人ホーム喜びの里鷲宮 鷲宮3055－1 98-2100

家
族
み
ん
な
で

選
挙
に
行
こ
う
！

お気軽にご利用ください！



広報  くき  2018（平成30年）.4 ❹

　民生費は、あおばっこクラブ移転改修事業や桜田小学校学童クラブ整備事業の増などにより、約17億9,104
万円の増（前年度比9.5%増）となりました。
　一方、土木費は、平成29年度において用地取得費の計上により増加していた（仮称）本多静六記念　市民の
森・緑の公園整備事業や事業完了に伴う圏央道側道整備事業負担金事業の減などにより、約10億7,893万円の
減（前年度比17.7%減）となりました。

一般会計歳出＜目的別＞

　扶助費は、子どものための教育・保育給付事業や障がい者の介護給付費事業の増などにより、７億3,311万
円の増（前年度比6.4％増）となりました。
　また、普通建設事業費は、学校給食センター整備事業や旧理科大校舎等改修事業の増などにより、約5億694
万円の増（前年度比11.9%増）となりました。
　一方、補助費等は、対象企業の一部が奨励金交付期間を満了したことに伴う企業等誘致事業の減などによ
り、約2億2,700万円の減（前年度比2.8％減）となりました。

一般会計歳出＜性質別＞

用語の解説（歳出＜目的別＞）
民生費…年金、生活保護、各種福祉手当、福祉施設、
保育園の管理・運営などの経費
総務費…庁舎の管理、徴税事務、戸籍関係事務、選
挙、統計調査、コミュニティの推進などの経費
教育費…小・中学校や幼稚園、図書館などの経費
土木費…道路、公園、橋、河川の建設・管理などの経費
公債費…市が借り入れたお金の返済に充てる経費
衛生費…健康診査、予防接種、公害対策、ごみ処理な
どの経費
消防費…消防、防災などの経費
農林水産業費…農業委員会、農業振興などの経費
議会費…議会の活動などの経費

用語の解説（歳出＜性質別＞）
扶助費…生活保護、高齢者・障がい者・児童福祉など
の経費
人件費…職員給与費などの経費
公債費…市が借り入れたお金の返済に充てる経費
普通建設事業費等…道路、公園、学校などの建設およ
び災害復旧にかかる経費
補助費等…一部事務組合への負担金、各種団体への補
助金などの経費
物件費…物品の購入、業務委託などの経費
繰出金…特別会計に支出する経費など

市債残高（見込額） 会計別予算一覧
（単位：千円）

会　計　名 平成30年度末 平成29年度末

市 全 体 73,192,081 72,854,601

一 般 会 計 46,149,145 45,729,354

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 24,896,364 24,874,243

農業集落排水事業特別会計 4,368,010 4,485,161

土地区画整理事業特別会計 424,410 502,875

水 道 事 業 会 計 2,803,074 2,813,529

下 水 道 事 業 会 計 19,447,442 19,323,682
※平成29年度末の市債残高については、補正予算後の値となっています。

（単位：千円）

会　計　名 平成30年度 平成29年度 増減率(％)
一 　 般 　 会 　 計 49,913,000 49,150,000 1.6
特 　 別 　 会 　 計 29,463,700 32,281,500 △8.7

国民健康保険特別会計 16,266,000 19,974,500 △18.6
介 護 保 険 特 別 会 計 10,364,400 9,622,000 7.7
後期高齢者医療特別会計 1,780,000 1,563,300 13.9
農業集落排水事業特別会計 896,900 877,800 2.2
土地区画整理事業特別会計 156,400 243,900 △35.9

水 道 事 業 会 計 5,402,668 5,965,970 △9.4
下 水 道 事 業 会 計 6,729,677 6,579,631 2.3

※ 水道事業会計および下水道事業会計については、収益的支出と資本的支出の予算
額を合わせた値となっています。

歳出〈性質別〉
499億1,300万円

普通建設事業費等
47億6,151万円
（9.5％）

その他
6億8,047万円
（1.4％）

投資的経費
建設工事などに使う経費

その他経費

義務的経費
支出が義務づけられ任意に
節減できない経費

扶助費
122億823万円
（24.5％）

人件費
73億5,528万円
（14.7％）

物件費
73億4,329万円
（14.7％）

補助費等
78億7,118万円
（15.8％）

扶助費
122億823万円
（24.5％）

人件費
73億5,528万円
（14.7％）

公債費
47億988万円
（9.4％）

物件費
73億4,329万円
（14.7％）

繰出金
49億8,316万円
（10.0％）

補助費等
78億7,118万円
（15.8％）

歳出〈目的別〉
499億1,300万円

民生費
206億1,516万円
（41.3％）

衛生費
40億5,291万円
（8.1％）

消防費
27億4,153万円
（5.5％）

農林水産業費
9億1,657万円
（1.9％） 議会費

3億5,908万円
（0.7％）

その他
5億9,727万円
（1.2％）

総務費
56億864万円
（11.3％）

土木費
50億666万円
（10.0％）

公債費
47億988万円
（9.4％）

教育費
53億529万円
（10.6％）

民生費
206億1,516万円
（41.3％）

総務費
56億864万円
（11.3％）

土木費
50億666万円
（10.0％）

公債費
47億988万円
（9.4％）

教育費
53億529万円
（10.6％）

目的別

性質別
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● 平成30年度当初予算の概要をお知らせします ●

平成30年度当初予算の概要をお知らせします
各会計の予算書は、市ホームページ、公文書館および市立図書館で閲覧できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　財政課財政係（内線2421～2426）

　平成30年度当初予算は、「久喜市総合振興計画」における本市の将来像である「豊かな未来を創造する個性輝く文
化田園都市」の実現とともに、「久喜市人口ビジョン」や「久喜市総合戦略」を念頭に置き、当該計画に位置付けら
れた事業や「久喜Ｎｏ．１宣言」に掲げた施策の着実な実行を目指す予算となっています。
　本市では、限られた財源の中で創意と工夫により最少の経費で最大の効果を上げるよう、市民ニーズや費用対効果
を十分に検証するとともに、「入るを量りて出ずるを制す」を基本姿勢として、各種施策の推進と健全な財政運営の
確立との両立を念頭に、予算編成に取り組みました。
　予算規模については、一般会計で499億1,300万円、前年度比7億6,300万円の増となっています。この主な要因
は、学校給食センター整備事業や子どものための教育・保育給付事業などが増額したことによるものです。
　　※文章、表および円グラフ中の数値は端数処理により、合計が一致しない場合があります。
　　　 各円グラフの構成比は、表示単位未満の数値を基に計算しているため、表示上の額（万円単位）を基に計算し

たものと異なる場合があります。

●一般会計　499億1,300万円　　（前年度比　1.6％増）
　市民税や固定資産税などの市税を主な財源として、福祉や道路・公園の整備、教育、産業振興など、市民の皆さんの生活に直
接関係のあるさまざまな事業を行うための会計です。

●特別会計　294億6,370万円 　  （前年度比　8.7％減）
　特定の収入により事業を行う国民健康保険や介護保険など、一般会計と区別して経理している会計です。

●水道事業会計　54億266万8千円 　（前年度比　9.4％減）
　水道料金を主な財源として、上水道供給のために使われる経費を計上した会計で、地方公営企業の会計制度を取り入れた独立
採算の公営企業会計です。

●下水道事業会計　 67億2,967万7千円 　（前年度比　2.3％増）
　下水道使用料を主な財源として、公共下水道の整備、維持のために使われる経費を計上した会計で、地方公営企業の会計制度
を取り入れた公営企業会計です。

　主要な財源である市税は、3年に1度の評価替えにより固定資産税の減額を見込む一方、景気の緩やかな回
復の影響による個人市民税や法人市民税の増などにより、1億8,353万円の増（前年度比0.8％増）となりまし
た。
　また、国庫支出金については、私立保育所等施設整備費補助事業に係る保育所等整備交付金の増などによ
り、約4億8,752万円の増（前年度比7.3％増）となりました。
　一方、繰入金は、平成29年度において用地取得のために多額の取崩しを行った（仮称）本多静六記念　市民
の森・緑の公園整備基金繰入金の減などにより、2億5,850万円の減（前年度比8.4％減）となりました。

一般会計歳入

用語の解説（歳入）
市税…市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税
など
繰入金…基金（貯金）から取り崩すお金など
諸収入…県証紙売捌収入、学校給食費など
国庫支出金…市の事業に対し、国から交付されるお金
市債…国や金融機関などから借り入れるお金
地方交付税…所得税などの国税の中から交付されるお
金
県支出金…市の事業に対し、県から交付されるお金
地方消費税交付金…地方消費税から交付されるお金
地方譲与税…地方揮発油税、自動車重量税から譲与さ
れるお金

歳　入
499億1,300万円

その他自主財源
11億6,287万円
（2.3％）

その他依存財源
4億3,110万円（0.8％）

地方譲与税
4億3,400万円（0.9％）

地方消費税交付金
23億1,900万円（4.6％）

自主財源
市が自主的に収入しうる財源

依存財源
国などを経由し、市の裁量が
制限される財源

市税
222億180万円
（44.5％）

繰入金
28億1,060万円
（5.6％）

諸収入
11億7,133万円（2.4％）

地方交付税
45億9,518万円
（9.8％）

市債
47億9,000万円
（9.6％）

県支出金
30億8,713万円（6.2％）

市税
222億180万円
（44.5％）

地方交付税
43億8,000万円
（8.8％）

国庫支出金
71億2,518万円
（14.3％）
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□新 都市計画基本図作成事業� 2,706万円
　都市計画基礎調査の指標に基づき、都市計画基本図（地形図）
を作成します。

・西堀・北中曽根線道路改良事業� 1億9,180万円
　西堀・北中曽根線の道路改良工事等を行います。

・鷲宮産業団地青毛線整備事業� 400万円
　久喜地区と鷲宮地区を結ぶ都市計画道路鷲宮産業団地青毛線を
整備するため、地質調査業務を実施します。

・平沼和戸線整備事業� 2,985万円
　都市計画道路平沼和戸線（けやき通り）を延伸整備するため、
測量や設計業務等を行い、用地買収を実施します。

□新 バスターミナル管理事業� 285万円
　菖蒲バスターミナルを安全で快適な状態で利用できるように維
持管理します。

・（仮称）本多静六記念　市民の森・緑の公園整備事業 
 7,755万円

　（仮称）本多静六記念　市民の森・緑の公園の整備に向けて造
成工事に着手するとともに、基本設計を実施します。

・防災訓練事業� 459万円
　防災意識の高揚と災害時における行動力を養うために総合防災
訓練を実施します。訓練会場では、ＶＲ（ヴァーチャルリアリティ）
による避難体験ができるブースを設置します。

・消防団車両購入事業 � 5,854万円 
　消防団車両（ポンプ車3台）を購入
（更新）します。

・東鷲宮駅周辺整備事業� 1億4,982万円
　東鷲宮駅東西連絡地下道西側のバリアフリー化整備を行います。

・佐間・八甫線整備事業� 1億5,496万円
　栗橋地区と鷲宮地区を結ぶ佐間・八甫線を整備するため、用地
買収や道路改良工事等を実施します。

・東停車場線整備事業� 1億円
　都市計画道路久喜東停車場線（久喜駅東口大通り）を延伸整備
するため、道路改良工事を実施します。

□新 地域公共交通実証実験事業� 2,210万円
　地域公共交通実証実験（デマンドタクシー）を実施します。

・（仮称）菖蒲運動公園整備事業 
　　　　　　　　　　1億9,960万円 
　（仮称）菖蒲運動公園の整備を
行います。

□新 栗橋駅西土地区画整理事業地内公園整備事業� 288万円
　栗橋駅西土地区画整理事業地内の公園を整備します。

□新 地域防災計画及びハザードマップ改訂事業� 2,320万円
　地域防災計画およびハザードマップを改訂します。

・防犯灯管理事業� 4,331万円
　犯罪被害の防止、歩行者の安全・安心の確保を図るため、防犯
灯の適切な維持管理を行います。

□新 ゾーン30推進事業� 350万円
　最高速度30キロの区域制限を中心とした安全対策を推進し、歩
行者等の安全な生活道路を確保します。

・農業次世代人材投資事業� 900万円
　次世代を担う農業者となることを志向する者を支援します。

□新 農村センター防水補修事業� 2,500万円
　老朽化した農村センターの防水工事を実施します。

□新 中小企業・小規模企業振興計画策定事業� 564万円
　中小企業・小規模企業の振興に関する施策の総合的な推進を図
るため、中小企業・小規模企業振興計画を策定します。

・観光協会補助事業� 2,243万円
　観光事業の振興を図るため、観光協会に補助金を交付します。

□新 農業用施設整備事業� 4,674万円
　農業用用排水路等の農業用施設を整備します。

・農業センター撤去事業� 9,962万円
　農業センター廃止後の建物等の撤去工事を行います。

□新 日光街道埼玉六宿連携事業� 25万円
　日光街道六宿がある県東部の草加市、越谷市、春日部市、杉戸
町、幸手市、久喜市（栗橋宿）と東部地域振興センターおよび利
根地域振興センターが一体となって宿場の魅力を発信します。

□新 街路灯フラッグ整備事業� 72万円
　街路灯に設置した「らきすたフラッグ」の作成・交換を実施し
ます。

・コンビニ交付事業� 1,007万円
　コンビニエンスストアにおいて、住民票の写し等の各種証明を
交付します。

・ふるさと納税寄附金推進事業� 574万円
　ふるさと納税の寄附をしていただいた方に、市内の特産品など
のお礼の品を贈ることで、自主財源の確保および特産品等のＰＲ
を図ります。

・旧理科大校舎等改修事業� 4億2,072万円
　旧東京理科大学校舎等を公共施設として有効活用するための改
修工事を実施します。

・ペイジー・クレジット収納事業� （一般会計分）717万円
（国民健康保険特別会計分）112万円

　ペイジー収納およびクレジット収納を実施することにより、市
税等の納付機会の拡大による市民サービスの向上を図ります。

　５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

　６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち

　７　行財政を見直し、改革を進めるまち
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平成30年度の主要事業

・コミュニティ助成事業 1,630万円
　コミュニティ活動およびコミュニティづくりの推進のため、集
会施設の改修等や備品の整備を支援します。

・久喜地区街歩き事業（久喜地域会議事業） 500万円
　久喜地区の街歩き事業を通して、地域の特色を生かした事業を
行います。

・栗橋宿まちあるき観光活性化事業（栗橋地域会議事業） 500万円
　栗橋地区の観光や商店街の活性化を図る事業を行います。

□新 地域交流センター移転改修事業 3,533万円
　青葉団地内空き店舗を地域交流センターとして改修します。

・あやめ・ラベンダー関係施設等整備事業
　　　　　（菖蒲地域会議事業）500万円
　菖蒲地区のあやめ・ラベンダー関係施設
等の充実を図ります。

・鷲宮地域ふれあい散策事業（鷲宮地域会議事業） 500万円
　コスモスふれあいロードの整備・鷲宮地域の散策に用いる地図
の作成等を行います。

・ごみ処理施設整備推進事業 5,895万円
　市内全域のごみ処理を可能にする施設を建設するため、ごみ処
理施設整備基本計画の策定や生活環境影響調査を行います。

・緑のカーテン地域普及事業
  41万円
　市民に地域ぐるみで緑のカー
テンを設置してもらい、地球温
暖化防止や節電などの取り組み
の意義や効果を実感してもらう
ことで、緑のカーテンの普及・
啓発を図ります。

□新 し尿処理施設整備推進事業 974万円
　し尿処理施設の整備・充実を図るため、し尿処理施設整備基本
計画を策定します。

□新 災害廃棄物処理計画策定事業 826万円
　大規模災害発生時の状況に即した災害廃棄物処理の具体的な業
務内容を示し、適正かつ円滑な処理を目指す災害廃棄物処理計画
を策定します。

・新エネルギー導入事業 1,600万円
　地球温暖化対策として再生可能エネルギー機器や省エネルギー
機器の導入を支援する補助金を交付します。

□新 妊婦歯科健康診査事業 54万円
　口腔疾患が発生しやすい時期である妊婦に対して、歯科健康診
査を行います。

□新 子どもの未来応援事業 413万円
　子どもの生活に関する実態調査等を行います。

□新 小規模保育改修費等支援事業 3,300万円
　小規模保育事業所を新設する事業者に、施設改修経費の一部を
補助します。

□新 あおば保育園移転改築事業 2,994万円
　老朽化したあおば保育園の改築を行うため、地域交流センター
を解体した跡地に移転整備を行います。

□新 あおばっこクラブ移転改修事業 2億359万円
　青葉小学校の余裕教室を改修し、あおばっこクラブの施設整備
を行います。

・不妊検査・治療費助成事業 902万円
　不妊検査・治療を受けることによる経済的な負担を軽減するた
め、費用の一部を助成します。

□新 移動式赤ちゃんの駅整備事業 22万円
　移動式赤ちゃんの駅を整備します。

□新 保育所等における業務効率化推進事業 832万円
　民間保育所等が、保育システムの導入や事故防止対策を推進す
るため、必要な機器導入費用の一部を補助します。

□新 桜田小学校学童クラブ整備事業　 2億7,808万円
　桜田小学校学童クラブの受入拡大を図るため、施設整備を行い
ます。

□新 障がい者のための防災マニュアル作成事業 140万円
　障がい特性に応じて災害への備えや行動等をまとめた、障がい
者のための防災マニュアルを発行します。

□新 スクール・サポート・スタッフ配置効果検証事業 162万円
　授業準備の補助等を行うスクール・サポート・スタッフを配置
し、教職員の負担軽減の効果を検証します。

・学校給食センター整備事業 9億3,599万円
　老朽化した既存学校給食施設等に代わる新学校給食センターを
建設します。

□新 清久コミュニティセンター・西公民館駐車場整備事業 50万円
　旧さくら保育園跡地を駐車場として整備します。

□新 発掘調査報告書作成事業 300万円
　神明神社東遺跡および栢間小塚遺跡の発掘調査報告書を作成し
ます。

□新 中学校プール改修事業 1,291万円
　久喜東中学校プールを改修します。

□新 （仮称）生涯学習センター開設準備事業 1,152万円
　旧東京理科大学特別教室棟を（仮称）生涯学習センターとして
開設するため、施設設備を整備します。

□新 本多静六記念館展示改修事業 
　　 　　　　　　　　 349万円
　新たな展示スペースを整備す
るほかに、写真パネル等を容易
に掲出できるように改修します。

　久喜市総合振興計画の7つの大綱に従い、今年度の主要事業を紹介します。
　※□新 印は新規事業を表しています。金額は、平成30年度当初予算額（表示単位未満四捨五入）です。

　１　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

　２　自然とふれあえる、環境に優しいまち

　３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

　４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち
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久喜市総合振興計画･後期基本計画を
策定しました

　総合振興計画とは、市が目指す将来像やそれを実
現させるための施策などを定めた、市の最上位の計
画です。
　市では、平成25年３月に「久喜市総合振興計画」
を策定し、市の将来像を『豊かな未来を創造する個
性輝く文化田園都市 ～人と愛 水と緑 市民主役のま
ち～』とし、その実現に向けたまちづくりの方向性
を定めました。
　併せて、５年間を計画期間とする「前期基本計
画」を策定し、将来像の実現に向けて、まちづくり
に関する具体的な施策を展開してきました。
　今日、少子高齢化や人口減少の進行、安全・安心
に対する意識の高まりなど、市を取り巻く社会経済
環境は大きく変化しています。
　平成30年３月をもって、前期基本計画の計画期間
が終了したことに伴い、こうした変化を的確に捉
え、引き続き市のまちづくりを総合的かつ計画的に
推進するため、後期基本計画を策定しました。
　詳しくは、広報くき４月１日号と併せて全戸配布
する「久喜市総合振興計画（概要版）」をご覧くだ
さい。また、本編は市ホームページに掲載している
ほか、市立図書館などの公共施設でも閲覧ができま
す。
問合せ　企画政策課企画政策係（内線2282）

支
援
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援
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事
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介
助
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備
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受
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／
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子
育
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２
８
３
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後
の
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外
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乳
幼
児
を
お
預
か
り
し
ま
す

地域活動の拠点整備事業補助金を
活用してみませんか

　市では、地域のコミュニティ活動を推進するため、地
域活動の拠点となる集会施設の整備を行う自治会等に対
し、補助金を交付します。
　申請を検討される自治会等は、事前にご相談ください。
補助対象団体　集会施設を管理している自治会等
申請期間　７月２日㈪～31日㈫
申請・問合せ　自治振興課市民活動推進係（内線
2625）／各総合支所各市民生活係（菖蒲・内線112／栗
橋・内線217／鷲宮・内線133）

事業種目 事業内容 補助金
の額 補助限度額

集会施設の増
築・改築・修繕

建築後10年を経過した集
会施設に対する工事

補助対
象経費
３分の
２の額

100万円

集会施設の
備品購入

集会施設に常備し、使用
する物品として必要不可
欠な備品の購入

【補助対象備品】
冷暖房機、机、椅子、ホ
ワイトボード、テレビ、
会議用アンプ（マイクを
含む）、プロジェクター、
スクリーン、カーテン、
カーペット、照明器具、
換気扇、給湯器、物置
（基礎を伴わないものに
限る）、その他市長が集
会施設の備品として特に
必要と認めるもの

50万円
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市教育委員会では、教育を取り巻く社会情勢の変化や教育の課題を踏まえ、久喜市総合振興計画における教育分
野の大綱「心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち」を実現するため、第２期久喜市教育振興基本
計画を策定しました。今後、本計画に基づいて、本市の教育のさらなる発展に取り組んでいきます。
なお、本計画は、市民参加コーナーや市のホームページでご覧になれます。

問合せ　教育委員会教育総務課総務係（内線 321）

 ◆教育振興基本計画とは�
本計画は、教育基本法第 17 条第２項に定める「地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な

計画」として、また、久喜市総合振興計画の分野別計画として定めるもので、教育行政の中心的な計画となるものです。
計画期間は平成 30 年度から平成 34 年度までの５年間です。

 ◆基本理念�
「未来をひらく　心豊かな久喜の人づくり」

　人づくりは、豊かな未来をひらくための基本であり、市民一人ひとりが生涯を通じて心豊かに生きがいのある暮
らしを送り、将来にわたり豊かで活力ある地域を築くための原動力となります。
次代を担う子どもたち一人ひとりのもつ個性や能力を一層伸ばすための教育を充実させるとともに、自ら学び、

自ら課題を解決できる力を身に付けた、心豊かなたくましい人づくりを目指します。
また、私たち一人ひとりが自分のライフスタイルに合わせて、生涯にわたって学び、楽しみ、個性や能力を発揮

することができる環境づくりを進めることで、地域一体となって人材を育むことができる生涯学習社会の形成を目
指します。

 ◆３つの基本方針�
・「総合的な人間力」をもった次代を担う子どもたちの育成

　　・絆を深め、地域社会と連携した教育の推進
　　　　　　　　　　　　　・郷土を愛し、生きがいのもてる生涯学習社会の実現

 ◆７つの基本目標�

「第２期久喜市教育振興基本計画」
を策定しました

１人間形成の基礎を培う幼児教育の充実
幼児教育は、生涯にわたる人格形成の基礎をつくるこ

と、「生きる力」を培うことを重視して進める必要があ
ります。そのため、幼稚園・家庭・小学校・地域が相互
に連携を深めるとともに、教育環境の整備を図り、幼児
期に最もふさわしい教育の充実を図ります。
２「総合的な人間力」を育成する学校教育の充実
確かな学力、豊かな人間性や健やかな体（生きる力）、

他者を尊重し助け合おうとする共助の意欲（絆）、知性
や感性（情操）の「総合的な人間力」を育む学校教育の
充実を図ります。
３信頼される学校づくりの推進
教職員の指導力の向上、家庭・地域との連携の強化、

教育環境の整備を推進し、家庭や地域から信頼される学
校づくりに努めます。
４人権を尊重した教育の推進
市民一人ひとりが、人権が尊重される社会を確立する

担い手であることを認識し、様々な人権問題に対する正
しい理解と認識を深め、人権問題の解決に主体的に取り
組めるように人権教育を推進します。

５豊かな生き方を築く生涯学習の推進
自己啓発や生活の充実のための学びの環境を整え、市

民のニーズに応える質の高い学習機会を提供するととも
に、その成果を生かすことができる、生涯学習社会づく
りに努めます。
６歴史・文化の継承と活用
多様な文化芸術活動を支援するとともに、市民が文化

芸術に触れることができる機会の充実を図ります。また、
市の文化的・歴史的資産を未来に継承するとともに、地
域の活性化に役立てます。
７生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動の充実
市民が生涯にわたって心身とも健康で活力に満ちた生

活を営めるように、久喜市スポーツ推進計画に基づいて、
「する」「みる」「ささえる」といった多様なスポーツへ
の関わり方を推進し、地域のスポーツ・レクリエーショ
ン活動の拠点となる各種団体の活動の支援等、スポーツ・
レクリエーションに親しむことができる環境づくりに努
めます。

 ◆計画の進行管理�
この計画を達成するため、年度ごとに策定する具体的な取り組み内容を示す実施計画について、点検および評価

を毎年度実施することにより、進行管理を行います。
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障がいのある方の相談支援事業をご存じですか
～適切な福祉サービスを受けるには、最初の相談が重要です～

＜問合せ＞　�障がい者福祉課自立支援係（内線3247/Ｆ�23－0699）／各総合支所各社会福祉係（菖蒲・内線
141/Ｆ�85－6840／栗橋・内線248/Ｆ�52－6027／鷲宮・内線165/Ｆ�58－7019）

1.　相談支援事業ってなに？

　�　相談支援事業は、障がいのある方や、ご家族をはじめとする周囲の支援者など
からの相談を受け、必要な福祉サービスや関係機関につなげるなど、障がいのある
方が住み慣れた地域で安心して自立した生活を営むための支援を行うものです。
　�　本人の希望やご家族の状況のほか、各自の障がい特性に適した支援を行うため
には、支援導入時に綿密な調整を行うことが重要です。

２．どこに相談すればいいの？

　�　障がい者福祉課または各総合支所社会福祉係の窓口において相談をお受けしています。また、市内２箇所
に障がい者生活支援センターがあり、より専門性の高い相談にも対応しています。
　�　障がい者生活支援センターでは、日常の一般的な生活相談のほか、福祉サービス等の利用を希望する方に
対して、福祉サービスの利用プランを作成し、適切な支援の提供が円滑に行われるための相談支援を行って
います。

障がい者生活支援センター
事業所名 所在地 連絡先

久喜市障がい者生活支援センター　きらら 久喜市青毛753－1
ふれあいセンター久喜2階 ☎26－4866／　  26－4870

久喜市障がい者生活支援センター　ベルベール 久喜市久喜中央2－4－32
コバヤシビルA棟102 ☎25－2755／　  29－3885

②

①

③
③

④
⑤ ⑥

②

①

③
③

④
⑥ ⑤

障がいのある方

障がい者生活支援センター

サービス提供事業所

障がい者福祉課
各総合支所社会福祉係

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

※サービス利用プランの作成や福祉サービス利用の際には、障がい者福祉課または各総合支所社会福祉係への申請が必要となります。

　　久喜市基幹相談支援センター　くきかん
　４月から、これまでの相談支援事業に加え、相談支援の質の向上と関係機関のネットワーク構築を
図るための中核機関として、ふれあいセンター久喜２階（久喜市障がい者生活支援センターきらら
内）に、「久喜市基幹相談支援センター　くきかん」を設置します。
　基幹相談支援センターでは、経験豊富な相談支援専門員を配置し、障がい者生活支援センターのほ
か、市内の相談支援事業所を巡回して職員からの相談に応じます。また、各種研修会等を実施し、職
員のスキルアップを図るなど、関係機関の連携を強化するとともに、相談支援に従事する職員を支援
する、新たな体制を構築します。

４月から開設
！

FAX

FAX

FAX

FAXFAX FAX
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
が
、
そ

の
資
産
の
あ
る
市
町
村
に
、
資
産
価
値
に
応
じ

て
納
め
る
税
金
で
、
税
率
は
１
・
４
％
で
す
。

　

都
市
計
画
税
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
の
う
ち
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市
街

化
区
域
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
人

が
納
め
る
税
金
で
、
税
率
は
０
・
２
％
で
す
。

　

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
は
あ
わ
せ
て

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
と
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
基

本
と
な
る
評
価
額
を
、
「
固
定
資
産
評
価
基

準
（
総
務
省
告
示
）
」
に
基
づ
き
、
３
年
ご

と
に
見
直
す
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
「
評
価
替
え
」
と
い
い
、
平
成
30

年
度
は
そ
の
基
準
年
度
で
す
。
基
準
年
度
で

あ
る
平
成
30
年
度
の
賦
課
期
日
（
平
成
30
年

１
月
１
日
）
現
在
に
お
い
て
、
課
税
客
体
と

な
る
土
地
お
よ
び
家
屋
に
つ
い
て
評
価
額
の

算
定
替
え
（
評
価
替
え
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

評
価
替
え
の
翌
年
度（
第
２
年
度
）お
よ
び

翌
々
年
度（
第
３
年
度
）は
、
原
則
と
し
て
新

た
な
評
価
を
行
わ
ず
価
格
を
据
え
置
き
ま
す
。

　

な
お
、
土
地
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
評
価

替
え
の
翌
年
度
・
翌
々
年
度
に
土
地
の
価
格
に

下
落
が
見
ら
れ
、
価
格
を
据
え
置
く
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
き
は
、
価
格
を
修
正
し
ま
す
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
は
、
取
得
価
額
を
基
礎

と
し
て
取
得
後
の
経
過
年
数
に
応
ず
る
価
値

の
減
少
を
考
慮
し
て
評
価
し
ま
す
の
で
、
毎

年
評
価
額
が
下
が
り
ま
す
（
下
限
は
取
得
価

額
の
５
％
）
。

◆
土
地
の
評
価
方
法

　

宅
地
等
に
つ
い
て
の
平
成
30
年
度
評
価
額

は
、
平
成
29
年
１
月
１
日
時
点
の
地
価
公
示

価
格
等
の
７
割
を
目
途
と
し
、
地
価
が
下
落

し
て
い
る
地
域
は
、
平
成
29
年
７
月
１
日
ま

で
の
期
間
の
下
落
状
況
を
反
映
さ
せ
て
決
定

し
ま
す
。

◆
家
屋
の
評
価
方
法

　

新
築
の
家
屋
は
、
そ
の
家
屋
と
同
じ
も
の

を
、
評
価
の
時
点
に
お
い
て
そ
の
場
所
に
新

築
す
る
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
費
用

（
再
建
築
価
格
）
を
基
準
に
し
て
評
価
を
し

ま
す
。

　

新
築
以
外
の
家
屋
の
評
価
替
え
は
、
建
築

物
価
の
変
動
を
考
慮
し
た
再
建
築
価
格
に
、

建
築
後
の
経
過
年
数
に
よ
っ
て
生
ず
る
減
価

率
を
乗
じ
て
評
価
額
を
求
め
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
評
価
額
が
前
年
度
の
評
価
額
を
超
え
る

場
合
に
は
、
前
年
度
の
評
価
額
に
据
え
置
き

ま
す
。

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

　

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
納

税
者
の
方
が
、
自
己
の
土
地
・
家
屋
お
よ
び

周
辺
の
物
件
等
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
評
価

額
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、

納
税
者
と
同
居
の
親
族
、
納
税
管
理
人

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳

　

固
定
資
産
の
所
有
者
の
方
が
、
所
有
す
る

物
件
の
課
税
明
細
を
確
認
で
き
ま
す
。な
お
、

課
税
台
帳
の
閲
覧
は
通
年
で
き
ま
す
が
、
こ

の
期
間
に
限
り
無
料
で
す
。

閲
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
の
所
有
者
、
所

有
者
と
同
居
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
借
地
・

借
家
人
な
ど
（
該
当
物
件
に
限
る
）

※�

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て
前
記
以
外
の
方
は

委
任
状
ま
た
は
代
理
人
選
任
届
が
必
要
で

す
。

【
共
通
】

縦
覧
・
無
料
閲
覧
期
間　

４
月
１
日
㈰
～
５

月
31
日
㈭　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
日
曜

開
庁
の
場
合
、
12
時
～
13
時
は
除
く
）

※
土
曜
日
、
祝
日
を
除
く

縦
覧
・
閲
覧
場
所　

資
産
税
課
、
各
総
合
支

所
戸
籍
市
民
係

※�

日
曜
開
庁
時
の
縦
覧
・
閲
覧
は
市
役
所
資

産
税
課
の
み
で
す
。

本
人
確
認　

縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
は
運
転
免

許
証
等
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

借
地
・
借
家
人
の
方
は
賃
貸
借
契
約
書
等
の

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
は
３
年
に
一
度
の

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
で
す

問
合
せ　

資
産
税
課
土
地
係
（
内
線
２
７
２
３
）
／
家
屋
係
（
内
線
２
７
２
６
）

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
と
は

　

評
価
替
え
と
は

　

土
地
・
家
屋
の
評
価

住宅用エネルギーシステム設置費用の一部を助成します
　市では、太陽光発電システム等を今年度新たに設置する方
に対し、設置費用の一部を助成します。
　助成にあたっては、着工前申請、期限内での工事の完了・
書類の提出等の条件があります。
　詳しくはお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧
ください。
※申請額の総計が、予算額を超えた場合は抽選となります。
申請期間　４月16日㈪～12月21日㈮
問合せ　環境課環境企画係（菖蒲総合支所内／内線375）

平
成
30
年
度「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」の
縦
覧
・「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」

の
無
料
閲
覧
の
お
知
ら
せ

補助対象機器と補助金額
補助対象機器 補助金額

太陽光発電システム 6万円
太陽熱利用システム 4万円
エネファーム 5万円
エコキュート 3万円
エコウィル 4万円
エコジョーズ等 3万円
定置型リチウムイオン蓄電池 3万円
ＨＥＭＳ（ヘムス） 2万円
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審
議
会
等
委
員

◆ 

1
久
喜
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員

内
容　

市
の
行
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
の
調
査
・
審
議

募
集
人
数　

４
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
（
計
13
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
２
回
程
度

◆
2
久
喜
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

　

保
護
運
営
審
議
会
委
員

内
容　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
営
に
関
す
る
事
項
の
審
議

募
集
人
数　

３
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
10
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
回
程
度

◆
₃
久
喜
市
児
童
福
祉
審
議
会
委
員

内
容　

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項

や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
事
項
の
調
査
・
審
議

募
集
人
数　

５
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
16
人
）

委
員
の
任
期　

２
年
（
８
月
１
日
～

平
成
32
年
７
月
31
日
）

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
回
程
度

◆
₄
久
喜
市
児
童
館
運
営
委
員
会
委
員

内
容　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、

児
童
館
の
行
う
業
務
の
企
画
・
運

営
お
よ
び
児
童
館
運
営
へ
の
協
力

募
集
人
数　

４
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
12
人
）

委
員
の
任
期　

２
年
（
平
成
30
年

８
月
１
日
～
平
成
32
年
７
月
31
日
）

会
議
開
催
の
予
定　

年
２
回
程
度

◆
₅
久
喜
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

内
容　

図
書
館
の
運
営
や
図
書
館

の
行
う
図
書
館
奉
仕
活
動
に
関
す

る
協
議

募
集
人
数　

３
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど（
計
10
人
以
内
）

委
員
の
任
期　

２
年
（
８
月
17
日
～

平
成
32
年
８
月
16
日
）

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
～
５
回

募
集
期
限　

４
月
27
日
㈮　

消
印

有
効

【
1
～
₅
共
通
】

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

※�

既
に
５
つ
以
上
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
を
兼
任
し
て
い
る
方
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　

５
月
２
日
㈬　

消
印

有
効
（
₅
を
除
く
）

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

［
₂
は
制
度
に
関
す
る
意
見
で
も

可
、
₅
は
簡
単
な
自
己
紹
介
も
併

せ
て
］
を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た

は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

₁
企
画
政
策
課
行
政
管
理
係
（
〒

３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記

入
不
要
／
内
線
２
２
８
７
／
Ｆ
22
・

３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルkikaku

@
city.kuki.lg.jp

）、
₂
公
文
書
館

公
文
書
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０

１　

所
在
地
記
入
不
要
／
☎
23
・

５
０
１
０
／
Ｆ
22
・
１
９
９
６
／

Ｅ
メ
ー
ルkobunsho@
city.kuki.

lg.jp

）、
₃
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
３
２
８

２
／
Ｆ
22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー

ルkosodateshien@
city.kuki.

lg.jp

）、
₄
児
童
セ
ン
タ
ー
（
〒
３

４
６

－

０
０
１
４　

久
喜
市
吉
羽

１
の
40
の
14
／
☎
21
・
８
１
８
１

／
Ｆ
24
・
１
７
８
３
／
Ｅ
メ
ー
ル

jidocenter@
city.kuki.lg.jp

）、
₅

中
央
図
書
館
管
理
係
（
〒
３
４
６

－

０
０
１
４　

久
喜
市
吉
羽
１
の

40
の
１
／
☎
21
・
０
１
１
４
／
Ｆ

29
・
１
１
８
４
／
Ｅ
メ
ー
ルchuo-

toshokan@
city.kuki.lg.jp

）へ

選
考
お
よ
び
結
果　

公
募
選
考
委

員
会
で
選
考
し
ま
す
。
結
果
は
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

久
喜
市
生
涯
学
習
推
進
部
委
員

内
容　

市
民
が
参
加
で
き
る
体
験

型
生
涯
学
習
や
生
涯
学
習
の
推
進

に
必
要
な
調
査
研
究
、
研
修
な
ど

応
募
資
格　

７
月
１
日
現
在
で
18

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

募
集
人
数　

12
人

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

月
１
～
２
回

報
酬　

日
額
２
０
０
０
円

募
集
期
限　

４
月
23
日
㈪　

消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

応
募
申
込

書
（
生
涯
学
習
課
お
よ
び
環
境
経

済
・
教
育
分
室
、
各
総
合
支
所
総

務
管
理
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま

た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
〒
３
４
６

－

０
０
３

３　

久
喜
市
下
清
久
５
０
０
の
１

／
内
線
３
６
３
／
Ｆ
31
・
９
５
５

０
／
Ｅ
メ
ー
ルshogaigakushu

@
city.kuki.lg.jp

）
へ

※�

選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

市
民
参
加
推
進
員

　

市
民
参
加
推
進
員
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
市
政
へ
の
参
加
を
推
進

す
る
た
め
、
自
ら
積
極
的
な
市
民

参
加
に
努
め
、
多
く
の
市
民
の
方

へ
の
市
民
参
加
を
働
き
か
け
ま
す
。

情
報
提
供
の
内
容　

附
属
機
関
の

委
員
募
集
、
市
民
意
見
提
出
制
度

に
よ
る
意
見
募
集
、市
民
説
明
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
、
ア

ン
ケ
ー
ト
協
力
の
依
頼
な
ど
、
市

民
参
加
に
関
す
る
情
報

登
録
資
格　

13
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

情
報
提
供
の
方
法　

原
則
と
し
て

月
１
回
程
度
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付

登
録
方
法
・
問
合
せ　

市
民
参
加

推
進
員
登
録
事
項
届
出
書
（
自
治

振
興
課
お
よ
び
市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
自

治
振
興
課
自
治
振
興
係
（
〒
３
４

６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不

要
／
内
線
２
６
２
３
／
Ｆ
22
・
３

３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルjichishinko

@
city.kuki.lg.jp

）
へ

※
登
録
は
随
時
受
付

消
防
職
員

　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
で
は
、
平

成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消

防
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
試
験　

消
防
吏
員
（
上
級
・

大
卒
）

試
験
日　

第
１
次
試
験
６
月
24
日
㈰

※�

第
２
次
試
験
は
、
第
１
次
試
験

の
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

受
験
案
内
・
申
込
書　

消
防
局
総

務
課
お
よ
び
各
署
所
で
配
布
。
消

防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

※�

受
験
資
格
等
、
詳
し
く
は
受
験

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

５
月
８
日
㈫
～
31
日
㈭

問
合
せ　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
消

防
局　

総
務
課
職
員
担
当　

〒
３

４
６

－

０
０
２
１　

久
喜
市
上
早

見
３
９
６
番
地
／
☎
21
・
２
７
１
１

募
集
し
ま
す

FAX

FAX

FAX
FAX

FAX

FAX

FAX
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住
民
登
録
は
、
住
ん
で
い
る
住
所
の
証
明

や
国
民
健
康
保
険
な
ど
に
関
す
る
事
務
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
す
。
住
所
を
異
動
す
る
場

合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

市
民
課（
総
合
窓
口
）市
民
係（
内

線
２
６
６
２
）、　

各
総
合
支
所
各
戸
籍
市
民

係
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
７
／
栗
橋
・
内
線

２
１
２
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
７
）

引
っ
越
し
の
際
は
住
民
異
動
届
を
忘
れ
ず
に
！

こんなとき いつから
いつまでに 届け出に必要なもの

転入届
市外から引っ越
してきたとき

久喜市に住
み始めてか
ら14日以内

・本人確認書類
・転出証明書（前住所地で発行）
・マイナンバーの通知カード
・介護保険受給資格証　など

転出届
市外に引っ越す
とき

転出予定の
おおむね14
日前から

・本人確認書類
・くき市民カード（印鑑登録証）
・国民健康保険被保険者証
・後期高齢者医療被保険者証
・介護保険被保険者証　など

転居届
市内で引っ越し
たとき

新住所に住
み始めてか
ら14日以内

・本人確認書類
・マイナンバーの通知カード
・国民健康保険被保険者証
・後期高齢者医療被保険者証
・介護保険被保険者証　など

世帯変更届
世帯主の変更
や世帯を合併・
分離したとき

変更があっ
た日から14
日以内

・本人確認書類
・国民健康保険被保険者証　
　　　　　　　　　　  など

※�マイナンバーカード（個人番号カード）または住民基本台帳
カードをお持ちの方は、手続き方法が異なる場合があります。

※�窓口にお越しになる方が本人または同じ世帯の人でない場合
は、委任状が必要です。

※�上記のほか、子育て関係や介護福祉関係の手続きが必要とな
る方は、各担当課までお問い合わせください。

市営住宅入居者募集
募集戸数　柳島団地１戸（久喜
市南2－11－6）
※�応募者多数の場合は久喜市市
営住宅入居者選考委員会の意
見により入居者を選定します。

間取り　2UDK（6・6・U・DK）
応募資格　①１年以上市内にお
住まいまたはお勤めの方　②す
でに同居または同居しようとす
る親族のある方（内縁関係およ
び婚約者を含む）　③現に住宅に
困っている方　④収入が一定の
範囲内である方　⑤市税を完納
している方　⑥申込者または同
居しようとする親族が暴力団員
でない方
受付期間　４月９日㈪～５月７
日㈪
申込書配布・提出先　営繕課、
各総合支所総務管理課
問合せ　営繕課施設係（内線
4653）

　

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職

し
、
国
民
年
金
の
加
入
者
と
な
っ
た
際
に
は

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
方
に
は
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
で
き
る
特

例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
免
除

制
度
は
、
退
職
者
本
人
の
所
得
状
況
を
除
外

し
て
審
査
が
行
わ
れ
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
配
偶
者
、
世
帯
主

に
一
定
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
免
除
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
物　

年
金
手
帳
等
の
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

／
認
め
印
／
退
職
の
確
認
で
き
る
公
的
機
関

の
証
明
の
写
し
（
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
）
／
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
代

理
の
方
の
本
人
確
認
書
類

○
免
除
期
間
の
取
り
扱
い

・�

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。

・�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
資

格
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
時
に
は
１／２
の

年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

・�

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

○
免
除
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
場
合

　

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
免

除
さ
れ
た
期
間
が
納
付
済
と
な
り
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
率
を
乗

じ
た
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

春
日
部
年
金
事
務
所　

☎
０
４
８
・

７
３
７
・
７
１
１
２
／
市
民
課
（
総
合
窓
口
）

市
民
係
（
内
線
２
６
６
６
）
／
各
総
合
支
所

各
戸
籍
市
民
係
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１
／
栗

橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
６
）

年
金
コ
ラ
ム

住宅・土地統計調査
調査員募集

　10月１日を基準日として、５年に一
度の住宅・土地統計調査が全国一斉に
実施されます。
　市では、世帯への調査票の配布と回
収、書類の点検、整理等、住宅・土地
統計調査に携わっていただく調査員を
募集します。
応募資格　次のすべての要件を満たす方
①20歳以上で責任を持って業務を行え
る方　②調査で知り得たことなどの秘
密を守れる方　③税務、選挙、警察に
直接関係のない方　④暴力団員その他
の反社会的勢力に該当しない方
活動期間　８月下旬～10月下旬
募集人数　40人程度
調査項目　世帯、住居、土地などに関
する事項
※調査終了後に報酬が支払われます。
申込期限　５月18日㈮
申込方法・問合せ　申込書（企画政策
課で配布。市ホームページからもダウ
ンロード可）に必要事項を記入の上、
直接、企画政策課統計係（内線2285）へ

退
職
に
よ
る
特
例
免
除
制
度
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市
で
は
、
子
ど
も
を
望
む
夫
婦
を
経
済
的

に
支
援
す
る
助
成
事
業
と
し
て
、
４
月
１
日

か
ら
早
期
不
妊
検
査
費
助
成
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

対
象

○
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

夫
婦
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
久
喜
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
／
早
期
不
妊
検
査
費
助
成
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
／
不
妊
検
査
開
始
時
の

妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
の
夫
婦
／
指
定
医
療

機
関
ま
た
は
助
成
対
象
医
療
機
関
で
受
け
た

検
査
／
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

○
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
検
査

　

①
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
終
了
し
た

検
査　

②
夫
婦
と
も
に
受
け
た
検
査
で
、
い

ず
れ
か
早
い
方
の
検
査
開
始
日
か
ら
遅
い
方

の
検
査
終
了
ま
で
の
期
間
が
、
１
年
以
内
の

不
妊
検
査
（
特
定
不
妊
治
療
の
一
環
と
し
て

の
検
査
は
対
象
外
）　

③
指
定
医
療
機
関
ま

た
は
助
成
対
象
医
療
機
関
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
）
に
お
い
て
、
医
師
が
必
要
と
認

め
て
実
施
し
た
不
妊
検
査

助
成
内
容　

助
成
対
象
と
な
る
不
妊
検
査
費

用
の
う
ち
対
象
者
の
自
己
負
担
額
（
１
０
０

０
円
未
満
切
り
捨
て
／
上
限
２
万
円
）

申
請
期
限　

検
査
が
終
了
し
た
日
の
年
度
末

（
３
月
31
日
）。
２
月
１
日
～
３
月
31
日
に
検

査
が
終
了
し
た
場
合
に
限
り
、
翌
年
度
５
月

31
日
。

申
請
・
問
合
せ　

申
請
書
・
請
求
書
（
各
保

健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
、
直
接
、
各
保

健
セ
ン
タ
ー
（
中
央
・
☎
21
・
５
３
５
４
／

菖
蒲
・
☎
85
・
７
０
２
１
／
栗
橋
・
☎
52
・

５
５
７
７
／
鷲
宮
・
☎
58
・
８
５
２
１
）
へ

久
喜
市
早
期
不
妊
検
査
費
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
す

公共交通をご利用ください
　市では、市民の皆さんの日常の交通手段を確保するため、別表の公共交通を運行しています。また、市内では、
このほか交通事業者により鉄道、路線バス、タクシー等が運行されています。お出かけの際は、これらの公共交通
もご利用ください。
問合せ　生活安全課交通係（内線2635）

市内循環バス デマンド交通
（くきまる）

デマンドタクシー
実証実験

運行区域
久喜地区、菖蒲町
三箇地域、わし宮
団地（路線運行）

久喜地区の一部、菖
蒲地区、栗橋・鷲宮
地区（区域内運行）

久喜地区内（区域内運行）
※ 運行期間は平成₃₁年１月

₃₁日まで

利用対象者 どなたでもご利用
いただけます

市内在住・在勤・在学
者

久喜市に住民登録のある₇₅
歳以上の方、障害者手帳等
をお持ちの方

路線、目的地
（乗降ポイント）

７路線（₆₆便/日）、
停留所₁₄₉箇所

自宅と登録されてい
る公共施設全443箇
所

乗降箇所の設定なし（久喜
地区内のみ）

運行日 月～土曜日（日曜日、祝日、年末年始（₁₂/₂₉～1/3）は運休）

運行時間帯 ７時台～₁₉時台
（時刻表による）

７時～₁₈時（₁₂時台
は除く、１時間ごと
の運行）

８時～₁₇時

利用料金 １回₁₀₀円
（割引制度あり）

１回₃₀₀円
（割引制度あり）

タクシー料金の半額（市の
負担額は₁,₅₀₀円まで）

予約 不要

事前に利用登録の上、
利用したい日の１週
間前から₃₀分前まで
に、予約センターへ
電話

事前に利用登録の上、利用
したい日の３日前（運休日
を除く）から₃₀分前まで
に、運行するタクシー事業
者へ電話

菖蒲地区のデマンド交通
（くきまる）の運行対象
エリアを一部拡大します
　４月２日㈪から、デマンド交
通（くきまる）における菖蒲地
区の運行対象エリアを一部拡大
し、新久喜総合病院を目的地に
追加します。
項目 内容

利用
対象者

市内在住・在勤・在学者で、
次に該当する方
①₇₅歳以上の方
②身体障害者手帳１～３級
③療育手帳Ⓐ・Ａ・Ｂ
④ 精神障害者保健福祉手帳

１～２級
※ ①～③は、同伴の介護者

１人

運賃 １回₆₀₀円（割引制度あり）

平成₂₉年度
コミュニティ助成事業を

実施しました
　一般財団法人自治総合センターでは、宝
くじの社会貢献広報事業として、宝くじの
受託事業収入を財源に、コミュニティ助成
事業を実施しています。このたび、本二祭
典保存会では、宝くじの助成金を受けて、
山車の幕、彫刻等を整備しました。
問合せ　自治振興課市民活動推進係（内線
2625）
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◆
通
学
路
の
安
全
確
保
に
関
す
る
こ
と

・
通
学
路
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

　

平
日
の
学
校
課
業
日
の
14
時
30
分
か
ら
15

時
30
分
ま
で
の
１
時
間
、
市
職
員
に
よ
る
青

色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
使
っ
た
市
内
全

域
の
通
学
路
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

・
交
通
指
導
員
に
よ
る
立
哨
指
導

　

学
校
課
業
日
の
７
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で

の
う
ち
の
１
時
間
、
通
学
路
の
主
要
な
交
差

点
で
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
立
哨
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
不
審
者
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
小
学
校
安
全
監
視
員
の
継
続
配
置

　

学
校
課
業
日
に
お
い
て
、
不
審
者
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学
校
に
小
学

校
安
全
監
視
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
に
児
童
生
徒
の

昇
降
口
や
玄
関
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
24
時
間
体
制
で
見
守
り
ま
す
。

・�

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
帰

宅
呼
び
か
け

　

平
日
の
学
校
課
業
日

に
お
い
て
、
防
災
行
政

無
線
を
利
用
し
、
児
童

生
徒
へ
の
帰
宅
の
呼
び

か
け
放
送
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
放
送
時
刻
は

定
時
チ
ャ
イ
ム
の
直
後

で
す
。

・
防
犯
情
報
の
提
供（
不
審
者
や
危
険
動
物
等
）

　

市
内
で
不
審
者
や
危
険
動
物
等
の
事
案
が

発
生
し
た
場
合
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
（
安
全
・
安
心
情
報
）
や
市
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
も
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
交
通
安
全
教
育
に
関
す
る
こ
と

・
交
通
安
全
教
室

　

市
内
小
・
中
学
校
で
、
警
察
職
員
や
交
通

指
導
員
等
を
講
師
と
し
て
、
交
通
安
全
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
や
自
転

車
講
習
等
、
学
年
に
合
わ
せ
た
交
通
安
全
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
引
き
続
き
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
務
課
学
事
係
（
内
線
３
３
５
）

対象月 定時チャイム時刻
３月～４月 17時
５月～８月 18時
９月～ 10月 17時
11月～２月 16時

主
な
取
り
組
み
内
容

久喜市中学生サミット（連載第２回）

第４回「久喜市中学生サミット」を開催しました
　久喜市内の中学校代表生徒が一堂に会し、各学校が目指す「理想の学校」について発表し合い、『共同宣言』にまと
めました。それを受けて各学校が取り組んだ内容を紹介します。今回は久喜南中学校と久喜東中学校の取り組みです。
問合せ　教育委員会指導課指導係（内線347）

　久喜南中学校では、今回
の中学生サミットを受け、
あいさつに力を入れる取り
組みとして、生徒会主催の

「あいさつ集会」を全校で
実施しました。明るく、気
持ちのよいあいさつについて全校へ呼びかけ、実際に
友だちや先生とあいさつを交わし、今までの自分のあ
いさつと比べたりしました。活気あふれる南中になる
ように、これからもあいさつ運動などを通して呼びか

けていきます。
　また、優しく、思いや
りのある南中生を目指し、
生徒会本部を中心に目安
箱、ボランティア活動、
いじめゼロ運動を継続し
て行っていきます。

　久喜東中学校では、
中学生サミット後も
継続して取り組みを
行っています。朝の
挨拶運動では、生徒
会本部役員が加わっ
て生活委員会と協力して実施しています。
　また、ボランティア活動「ＶＣＫ」では、中庭の有
効活用のために花壇の整備などを定期的に行っていま
す。学年の枠を超えてたくさんの生徒が参加していま
す。今後は共同宣言を周知し、いじめゼロの取り組み

だけでなく、
地域と関わり
ながら久喜東
中学校をさら
によい学校に
していきます。

久喜南中学校 久喜東中学校

▲あいさつ集会 ▲花壇の整備

▲環境ボランティア ▲あいさつ運動
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平
成
30
年
度
人
間
ド
ッ
ク･

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成

―
埼
葛
え
せ
同
和
行
為

　
　
　
　
　

対
策
強
化
月
間
―

　

本
市
を
含
む
埼
葛
12
市
町
で
は
、

毎
年
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同
和
行

為
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
同

和
問
題
の
解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
の
排
除

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

同
和
問
題
の
解
決
を
口
実
に
、

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど
に

対
し
て
「
図
書
等
物
品
購
入
の
強

要
」
や
「
寄
付
金
・
賛
助
金
の
強

要
」
な
ど
、
不
法
・
不
当
な
行
為

や
要
求
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
要
求
を

受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う
だ
け
で

な
く
、
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ

た
認
識
を
植
え
つ
け
、
新
た
な
偏

見
や
差
別
意
識
を
生
む
要
因
と
な

り
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
多

く
の
人
々
が
積
み
重
ね
て
き
た
人

権
教
育
や
啓
発
活
動
の
効
果
を
覆

す
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
断
固
拒
否
し
ま

し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
の
要
求
に
応
じ

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
始
、

き
然
と
し
た
態
度
で
断
固
拒
否
し
、

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易
な
対

応
は
、
か
え
っ
て
相
手
に
つ
け
込

ま
れ
、
結
果
と
し
て
、
同
和
問
題

の
解
決
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

◆
同
和
問
題
と
は

　

「
同
和
地
区
に
住
ん
で
い
る
」

あ
る
い
は
「
同
和
地
区
に
生
ま
れ

た
」
と
い
う
理
由
で
、
結
婚
や
就

職
、
日
常
生
活
な
ど
の
面
で
差
別

を
受
け
、
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ

れ
る
と
い
う
、
日
本
の
歴
史
の
中

で
生
み
出
さ
れ
、
現
在
も
な
お
存

在
す
る
我
が
国
固
有
の
重
大
な
人

権
問
題
で
す
。（「
部
落
問
題
」「
部

落
差
別
」な
ど
と
も
言
わ
れ
ま
す
）

　

平
成
28
年
12
月
16
日
に
は
「
部

落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
埼
葛
12
市

町
で
は
同
法
律
を
踏
ま
え
、
同
和

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
引
き
続

き
連
携
し
な
が
ら
、
人
権
教
育
・

啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
推
進
課
人
権
推
進

係
（
内
線
２
３
２
１
）
／
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

（
内
線
３
７
２
）

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

　

年
度
中
１
回
に
限
り
、
人
間
ド
ッ

ク
等
の
検
診
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

◆
助
成
対
象

・�

国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て
１

年
以
上
加
入
し
、
納
期
到
来
分

の
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

帯
の
方

・�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
、
納
期
到
来
分
の
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
申
請
の
方
法
等

①�

委
託
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
る
と
き

委
託
医
療
機
関　

あ
ら
い
胃
腸
科

皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
新
井
病
院

／
久
喜
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

／
斎
藤
医
院
／
新
久
喜
総
合
病
院

／
浅
川
医
院
／
相
沢
内
科
医
院
／

岸
田
医
院

受
診
費
用　

自
己
負
担
１
万
円
で

市
が
委
託
す
る
検
診
項
目
を
受
診

で
き
ま
す
。
（
別
途
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
受
診
予
定
の
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

申
請
方
法　

受
診
前
に
市
に
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
１

万
円
で
受
診
で
き
る
受
診
票
を
交

付
し
ま
す
。

持
物　

被
保
険
者
証

②
指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
・

　

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
と
き

指
定
医
療
機
関　

人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク　

済
生
会
栗
橋
病
院
／

人
間
ド
ッ
ク　

北
本
共
済
医
院
人

間
ド
ッ
ク
健
診
セ
ン
タ
ー
（
桶
川

市
）
／
藤
間
病
院
総
合
健
診
シ
ス

テ
ム
（
熊
谷
市
）

助
成
額　

２
万
８
０
０
０
円

※
検
診
費
用
を
上
限
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　

医
療
機
関
へ
受
診
予

約
を
し
、
受
診
前
に
市
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
検
診
費
用
と
助

成
額
の
差
額
の
支
払
い
で
受
診
で

き
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

持
物　

被
保
険
者
証

③�

右
記
以
外
の
受
診
方
法
で
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
場
合

助
成
額　

２
万
８
０
０
０
円

※
検
診
費
用
を
上
限
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　

医
療
機
関
で
受
診
し
、

検
診
費
用
の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、

市
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
助

成
額
を
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

持
物　

被
保
険
者
証
、
振
込
先
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
、
領
収
書

（
写
）
、
検
査
結
果
（
写
）

※�

検
査
結
果
は
市
の
特
定
健
診
を

受
診
し
な
い
75
歳
未
満
の
方
の
み

申
請
・
問
合
せ　

国
民
健
康
保
険

課
国
保
管
理
係（
内
線
３
４
４
２
）

／
各
総
合
支
所
各
戸
籍
市
民
係（
菖

蒲
・
内
線
１
２
２
／
栗
橋
・
内
線

２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
７
）
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男声合唱団コール・グランツ
いきいきサークル 50

　男声合唱団コール･グランツは、1988年創立、活動拠
点は栗橋駅徒歩２分のクラッセホール。毎週土曜日18
時30分から練習しています。メンバーは埼玉・茨城・
栃木から集まり楽しく歌っています。埼玉県合唱祭、
男声合唱フェスティバルなどいろいろなイベントに出
演。発声の基礎から学び、男声合唱定番曲はじめジャ
ンルを問わずチャレンジしています。合唱はやったこ
とがないけど興味があるという方、ぜひ一度練習を見
にお越し下さい。初心者大歓迎です。今年９月２日
には創立30周年記念コンサートを栗橋文化会館（イリ
ス）ホールで開く予定です。

日時　毎週土曜日18時30分～21時
場所　クラッセホール
問合せ　加

か と う

藤　☎52－6440

久喜市歩こう会
－久喜駅東口ふれあい散歩道を行く－
 担当・蓮

は す み

見記者　
　２月15日㈭、久喜市歩こう会は、久喜駅東口ふれあい
散歩道を歩きました。中落堀川沿いを通り、吉羽公園－
吉羽大橋（からくりモニュメントがある）－諏訪神社－葛
西用水路改良記念館－ふれあいセンター久喜までです。
葛西用水路改良記念館では、館内に入り展示等の見学も
しました。およそ５㎞を３時間ほどで歩きました。この
後、ふれあいセンター久喜で歩こう会の総会とのことで
した。
　寒空にもかかわらず、82人もの方たちが、元気に楽し
く歩きました。歩こう会では健康と互いの親睦のため、

多くの皆さんの参加を呼
びかけています。しかし、
これだけの大勢の人を間
違いなく誘導する幹事の
皆さんの苦労には頭が下
がりました。

くき市民特派員レポート
東公民館祭りに展示参加した和紙絵画
 担当・行

ぎょうじ

地記者　
　２月18日㈰は、東公民館祭りの最終日とあって、近隣
の方々でごった返しており、各部屋には所狭しと多くの
展示品等が飾られていました。私が一番興味を引いたの
は、２階階段前に展示されていた和紙絵画（東和紙絵会・
代表佐

さ と う

藤美
み ち よ

智代さん）でした。展示作品は山野にある実
生、牡丹、カタクリ等の草花や静物画を主とした数十点
で、どこまでも温かくやわらかい和紙を使って描かれて
おり、さまざまな情感を醸し出す絵画に心を魅かれ大の
ファンになりました。手すき和紙を染色し筆で水切りし
た数百の砕片を張り合わせ描いていき、個性ある表現に
すべく心を注ぎ、創作にはとてつもない時間をかけると

のことでした。
　なお、今回の東公民館
祭りの一般参加者は2,300
人あまりと、かつてない
盛況さであったとのこと
でした。

　

４
月
２
日
㈪
か
ら
、
平
成
30
年
度
分
の
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
「
補

助
金
制
度
の
お
知
ら
せ
」
（
下
水
道
業
務
課

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

補
助
対
象
地
域
内
の
既
存
住
宅

で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
入
れ
替
え
る
場
合

補
助
対
象
地
域　

埼
玉
県
生
活
排
水
処
理
施

設
整
備
構
想
で
設
定
さ
れ
て
い
る
「
浄
化
槽

整
備
区
域
」

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
18
日
㈮

持
物　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
希
望
申

込
書
、
市
税
納
付
状
況
調
査
同
意
書
な
ど

※�

補
助
予
定
基
数
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
抽
選
。
詳
細
は
申
込
者
に
通
知

し
、
５
月
25
日
㈮
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
額

○
設
置
費

 

○
配
管
費　

配
管
に
要
す
る
費
用
⋮
19
万
円

以
内

○
処
分
費　

既
存
便
槽
の
処
分
に
要
す
る
費

用
⋮
５
万
円
以
内

申
請
先
・
問
合
せ　

下
水
道
業
務
課
排
水
設

備
係
（
鷲
宮
総
合
支
所
内
／
内
線
２
７
７
）

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

10
人
槽

７
人
槽

５
人
槽

人
槽
区
分

57
万
６
０
０
０
円

48
万
６
０
０
０
円

43
万
２
０
０
０
円

補
助
限
度
額
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写 真 ニュース写 真 ニュース

青葉公園に屋外AEDを設置しました

　屋外で突然倒れてしまった方に、速やかにAED（自動体
外式除細動器）を使用できるよう、青葉公園管理事務所外
壁に屋外ＡＥＤを設置しました。ＡＥＤはボックスに入っ
ており、緊急時、どなたでもご使用いただけます。（ボック
スを開けると大きな音が鳴ります）
※�普通救命講習会を受講すると、ＡＥＤの使用方法などを
学ぶことができます。

　２月20日㈫、法政大学（久喜市出身）
２年生の青木涼真さんが箱根駅伝2018に
出場および５区区間新記録を樹立したことを報告するた
め、久喜市長を表敬訪問しました。
　箱根駅伝では驚異の９人抜きを果たし、メディアからも
注目を集めていました。今後の更なる活躍が期待されます。

青
あ お き

木涼
り ょ う ま

真さん表敬訪問

蓮
田
市

第
10
回
ふ
る
さ
と
水
辺
ウ
オ
ー
ク

日
時　

５
月
13
日
㈰　

受
け
付
け

８
時
30
分
／
開
会
９
時

場
所　

パ
ル
シ
ー
（
総
合
市
民
体

育
館
）
多
目
的
広
場
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル

内
容　

約
９
㎞
、
６
㎞
、
４
㎞

費
用　

２
０
０
円

問
合
せ　

同
協
議
会
事
務
局
（
自

治
振
興
課
内
）　

☎
０
４
８
・
７

６
８
・
３
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

幸
手
市

第
18
回
幸
手
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

日
程　

６
月
上
旬
～
７
月
上
旬

（
予
定
）

場
所　

県
営
権
現
堂
公
園
幸
手
桜
堤

内
容　

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
植
栽
し
た
１
０
０
種
１
万
６

０
０
０
株
の
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇

り
ま
す
。
（
駐
車
場
４
０
０
台
）

問
合
せ　

権
現
堂
公
園
管
理
事
務

所　

☎
44
・
０
８
７
３

白
岡
市

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
白
岡

日
程　

４
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
、

５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰　

10
時
～

16
時

場
所　

市
内
個
人
の
庭
園
20
園
程
度

内
容　

花
や
緑
で
飾
ら
れ
た
個
人

宅
の
庭
園
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

問
合
せ　

白
岡
市
観
光
協
会　

☎

92
・
８
１
５
１
／http://w

w
w
.

shiraoka-kanko.info/　

※�

見
学
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
代
町

企
画
展
「
古
文
書
に
見
る
人
々
の

暮
ら
し
３　

弘
化
３
年
の
水
害
」

日
程　

５
月
６
日
㈰
ま
で　

９
時

30
分
～
16
時
30
分

休
館
日　

月
曜
日
、
５
月
１
日
㈫

場
所　

宮
代
町
郷
土
資
料
館
１
階

特
別
展
示
室

問
合
せ　

宮
代
町
郷
土
資
料
館

☎
34
・
８
８
８
２

杉
戸
町

親
子
で
参
加
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
！

日
時　

５
月
12
日
㈯　

10
時
30
分
～

12
時

場
所　

国
体
記
念
運
動
広
場
（
杉

戸
町
大
字
杉
戸
３
２
０
１
の
１
）

内
容　

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ペ
タ
ン

ク
、デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、昔
遊
び
な
ど

問
合
せ　

杉
戸
町
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
す
ぎ
ス
ポ
事
務
局　

☎

48
・
５
１
６
１

◆� ◆

◆� ◆

Kuki Goodwill Ambassador

久喜市くき親善大使
を委嘱しました

　３月11日㈰、ミス・ユニバースジャ
パン埼玉2018でグランプリを受賞し
た、岡

おか

嶋
じま

彩
あや

さんに久喜市くき親善大使
を委嘱しました。
　今後、幅広い活動を通じて久喜市の
魅力をＰＲしていただきます。



広報  くき  2018（平成30年）.4�

費用の記載がない催し・講座、公共施設の催しは、全て無料です。

お知らせ
久 喜 市 役 所 ☎22－1111
菖蒲総合支所 ☎85－1111
栗橋総合支所 ☎53－1111
鷲宮総合支所 ☎58－1111

　

平
成
30
年
度
優
良
運
転
者
の
表

彰
を
７
月
29
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

対
象　

久
喜
地
方
交
通
安
全
協
会

へ
加
入
し
、
過
去
５
年
以
内
に
同

協
会
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

方
／
過
去
10
年
以
内
に
罰
金
以
上

の
刑
罰
に
処
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方

表
彰
内
容　

過
去
５
・
10
・
15
・

20
・
25
・
30
・
35
・
40
年
間
に
継

続
し
て
交
通
事
故
・
違
反
が
な
い

こ
と
／
運
転
を
業
と
し
て
い
る
方

は
、
５
年
以
上
の
運
転
経
験
が
あ

り
、
過
去
３
年
以
内
に
交
通
事
故
・

違
反
が
な
い
こ
と

※
運
転
業
務
経
歴
証
明
書
が
必
要

申
請
方
法　

申
請
書
（
久
喜
警
察

署
、
交
番
、
駐
在
所
、
久
喜
地
方

交
通
安
全
協
会
で
配
布
）
に
無
事

故
・
無
違
反
証
明
書
（
郵
送
で
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
）

と
同
協
会
会
員
証
を
添
え
て
、
直

接
、
各
配
布
場
所
へ

※
同
協
会
へ
の
郵
送
受
け
付
け
可

申
請
期
間　

４
月
16
日
㈪
～
５
月

21
日
㈪

問
合
せ　

同
協
会　

☎
22
・
８
８

１
０
／
久
喜
警
察
署
交
通
課　

☎

24
・
０
１
１
０

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
の

遺
族
等
を
対
象
に
、
慰
霊
巡
拝
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
費
用

は
、
経
費
の
３
分
の
２
を
個
人
の

負
担
と
し
、
お
お
む
ね
３
分
の
１

が
国
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

　

日
程
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訪
問
地
域　

旧
ソ
連
（
ア
ル
タ
イ

地
方
・
ケ
メ
ロ
ボ
州
・
ノ
ボ
シ
ビ

ル
ス
ク
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
、
沿
海
地
方
）
、

中
国
東
北
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ
ラ
オ

諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島

問
合
せ　

県
社
会
福
祉
課　

☎
０

４
８
・
８
３
０
・
３
２
８
６

　

市
の
観
光
事
業
を
推
進
す
る
久

喜
市
観
光
協
会
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

会
費　

１
口
以
上

・
普
通
会
員
（
個
人
）
⋮
１
千
円

・
賛
助
会
員
（
法
人
）
⋮
１
万
円

申
込
み
・
問
合
せ　

同
協
会　

☎

21
・
８
６
３
２
／
Ｆ
31
・
９
１
７
８

日
時　

４
月
21
日
㈯　

開
場
９
時

30
分
／
開
演
９
時
40
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

賛
助
出
演　

久
喜
市
舞
踊
協
会
、

幸
手
民
謡
連
合
会
、
杉
戸
民
謡
連

合
会
、
太
田
っ
子
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

主
催　

久
喜
民
謡
連
合
会

問
合
せ　

同
会　

田た
む
ら村　

☎
21
・

１
４
５
２

日
程　

４
月
14
日
㈯
～
５
月
27
日

㈰
の
各
土
・
日
曜
日　

全
11
回

土
・
日
曜
日
と
も
16
時
～
18
時

場
所　

栗
橋
北
彩
高
等
学
校
柔
道
場

内
容　

柔
道
の
受
身
等
指
導

講
師　

栗
橋
柔
道
ク
ラ
ブ
指
導
者

（
全
柔
連
公
認
指
導
者
）

対
象　

小
・
中
学
生

費
用　

１
５
０
０
円
（
保
険
料
、

通
信
費
）

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
期
間　

開
催
日
ま
で
の
土
・

日
曜
日　

16
時
～
18
時

申
込
方
法　

直
接
、
同
柔
道
場
へ

問
合
せ　

栗
橋
柔
道
ク
ラ
ブ　

吉よ
し

田だ　

☎
０
９
０
・
４
７
５
６
・
２

４
０
０

日
程　

５
月
13
日
～
７
月
１
日
の

各
日
曜
日　

13
時
～
15
時　

全
８
回

場
所　

毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
第
１
体
育
館
）

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

20
歳
以
上

定
員　

50
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
０
０
０
円

持
物　

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
（
ヒ
ー

ル
カ
バ
ー
付
け
る
）
ま
た
は
上
履
き

※
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
不
可

主
催　

久
喜
市
社
交
ダ
ン
ス
連
合
会

申
込
期
限　

５
月
10
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ　

同
連
合
会

植う
え
は
ら原　

☎
23
・
３
２
３
９

日
時　

４
月
25
日
㈬　

13
時
30
分
～

15
時
30
分

場
所　

鷲
宮
公
民
館
会
議
室
１

内
容　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
方
が
日
々
感
じ
て
い
る
こ

と
等
を
情
報
交
換
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
認
知
症
の
方

と
そ
の
家
族
、
認
知
症
の
方
を
介

護
し
た
こ
と
が
あ
る
方
等

問
合
せ　

鷲
宮
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
58
・
９
１
３
１

お
知
ら
せ

久
喜
市
観
光
協
会
会
員

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
事
業

催
し
・
講
座

初
め
て
踊
る
方
の
た
め
の

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

募
　
集

FAX

第
₂8
回
柔
道
教
室

第
₄1
回　

春
の
み
ん
よ
う
大
会
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日
程　

①
４
月
18
日
・
25
日　

各

水
曜
日　

13
時
～
14
時　

②
４
月

20
日
、
５
月
11
日　

各
金
曜
日　

13

時
～
14
時

場
所　

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）
和
室

定
員　

30
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

各
４
０
０
円

持
物　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
飲
み
物
、
あ
れ
ば
５
本

指
ソ
ッ
ク
ス

問
合
せ　

健
康
リ
ズ
ム
体
操　

佐さ

さ々

き木　

☎
０
９
０
・
７
２
７
９
・

２
８
６
７

日
時　

４
月
28
日
㈯　

９
時
30
分
～

12
時

場
所　

栗
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
く
ぷ
る
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

※�

参
加
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場

合
は
、
中
止
し
ま
す
。

費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
、

施
設
使
用
料
等
）

持
物　

タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
持
ち
帰
り
用
パ
ッ
ク

申
込
開
始　

４
月
15
日
㈰

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

彩さ
い
き
ょ
う蕎
一い

ち
も
ん
か
い

門
会　

樽た
る
み見（
☎
０
９
０
・

２
４
０
６
・
５
９
３
１
）
へ

※�

原
材
料
に
そ
ば
粉
、
小
麦
粉
を

使
用
し
ま
す
。

～ 

可
愛
い
う
さ
ぎ
さ
ん
に
変
身
し
よ
う
！
～

日
時　

４
月
18
日
㈬　

10
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所　

ク
ッ
キ
ー
こ
ど
も
広
場

（
ク
ッ
キ
ー
プ
ラ
ザ
３
階
）

内
容　

お
す
わ
り
ア
ー
ト
、
ゲ
ー

ム
（
お
茶
付
き
）

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

10
組
（
申
込
順
）

費
用　

３
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

ク
ッ
キ
ー
こ

ど
も
広
場　

☎
23
・
１
１
３
３

（
月
～
金
曜
日　

10
時
～
15
時
）

日
時　

４
月
24
日
㈫　

10
時
～
13
時

※
時
間
内
出
入
り
自
由

場
所　

古
久
喜
集
会
所

内
容　

の
ん
び
り
し
た
り
、
遊
ん

だ
り
し
て
過
ご
す
子
ど
も
と
大
人

の
遊
び
の
広
場
で
す
。

対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

そ
の
他　

昼
食
は
持
参
し
た
お
弁

当
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

久
喜
ん
こ　

青あ
お
き木　

☎
０
９
０
・

６
４
７
４
・
４
２
４
３

◆ 

1
中
土
手
（
備
前
堀
川
と
備
前

前
堀
川
の
間
）

日
時　

４
月
28
日
㈯　

９
時
30
分

久
喜
菖
蒲
公
園
駐
車
場
横
集
合
～

12
時
終
了
予
定

※
小
雨
決
行

申
込
期
限　

４
月
24
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ　

同
会　

嶋し
ま
だ田

☎
23
・
２
５
０
７

◆
2
新
し
い
村
（
宮
代
町
）

日
時　

５
月
４
日
㈷　

８
時
30
分

久
喜
駅
東
武
線
改
札
集
合
ま
た
は

９
時
30
分
新
し
い
村
広
場
集
合
～

12
時
終
了
予
定

※
小
雨
決
行
、
雨
天
順
延

申
込
期
限　

４
月
27
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

同
会　

木き
の
し
た下

☎
24
・
０
３
６
１

※�

不
在
時
は
留
守
番
電
話
サ
ー
ビ

ス
に
、
氏
名
・
電
話
番
号
・
住

所
を
残
し
て
く
だ
さ
い
。

【
1
・
2
共
通
】

講
師　

長な
が
す須
房ふ

さ
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん
（
野
草

研
究
家
）

費
用　

３
０
０
円
（
保
険
代
・
資

料
代
含
む
）

持
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
用

具
、
運
動
靴
、
帽
子
、
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
、
カ
メ
ラ
、
ル
ー
ペ
等

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
喜
の
自
然

を
愛
す
る
会

―
菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー
―

☎
85
・
７
０
２
１

◆
骨
盤
底
筋
体
操（
尿
も
れ
対
策
）

日
程　

①
４
月
16
日
㈪　

②
４
月

24
日
㈫　

③
８
月
９
日
㈭　

全
３

回　

①
13
時
30
分
～
15
時　

②
③

14
時
～
15
時

内
容　

講
話
と
体
操

講
師　

北き
た
ひ
ろ廣
和か

ず
え江
さ
ん
（
重

じ
ゅ
う
じ
ょ
う城
泌

尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
看
護
師
長
兼

コ
ン
チ
ネ
ン
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

30
人

持
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
期
限　

４
月
13
日
㈮

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

―
中
央
図
書
館
―

 

☎
21
・
０
１
１
４

◆
青
空
お
は
な
し
会

～
公
園
で
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
～

日
時　

４
月
21
日
㈯　

10
時
30
分

乳
幼
児
向
け
／
11
時
15
分　

幼
稚

園
年
中
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
児

童
向
け
（
高
学
年
も
可
）

場
所　

吉
羽
公
園

※�

雨
天
の
場
合
、
中
央
図
書
館
２

階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

申
込
み　

不
要
（
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

◆
名
作
映
画
会

日
時　

４
月
21
日
㈯　

14
時

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
居
酒
屋
」（
１
９
５
６
年

フ
ラ
ン
ス
作
品　

マ
リ
ア
・
シ
ェ

ル
ほ
か
）
１
１
５
分

定
員　

50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

公
共
施
設
の
催
し

野
草
観
察
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室
（
初
級
）

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

た
ん
ぽ
ぽ
の
イ
ー
ス
タ
ー

子
育
て
サ
ロ
ン
「
み
ん
な
の
木
」

保
健
セ
ン
タ
ー

市
立
図
書
館
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―
し
み
ん
農
園
久
喜
（
緑
風
館
）
―

◆
菜
園
教
室

日
程　

５
月
13
日
㈰
・
26
日
㈯
、

６
月
16
日
㈯
、
７
月
14
日
㈯
・
28

日
㈯
、
８
月
22
日
㈬
、
９
月
８
日

㈯
・
29
日
㈯
、
10
月
13
日
㈯
、
12

月
１
日
㈯　

全
10
回　

９
時
30
分
～

12
時

※�

天
候
や
野
菜
の
生
育
状
況
に
よ

り
変
更
あ
り

内
容　

野
菜
作
り
に
関
す
る
基
本
を

学
び
、
実
際
に
農
園
で
野
菜
を
作
る

対
象　

全
日
程
参
加
で
き
る
方

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

２
０
０
０
円

持
物　

農
作
業
の
で
き
る
服
装
、

長
靴
、
軍
手
、
筆
記
用
具

※
農
具
、
種
等
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

※
初
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※�

参
加
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
16
日
㈪　

12
時

30
分
～
５
月
４
日
㈷　

17
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
菖
蒲

総
合
支
所
内
／
内
線
３
３
６
）
へ

◆�

お
も
ち
ゃ
の
病
院
（
毎
月
第
３

土
曜
日
）

日
時　

４
月
21
日
㈯　

受
け
付
け

13
時
～
15
時
／
13
時
～
16
時

内
容　

こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会　

☎

23
・
２
５
２
６

◆
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

日
時　

５
月
５
日
㈷　

８
時
45
分
～

13
時
30
分

内
容　

ミ
ニ
動
物
園
、
工
作
、
お

り
が
み
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ビ
ン

ゴ
大
会
、
お
茶
会
等

※
ミ
ニ
動
物
園
は
雨
天
中
止
。

※
当
日
は
13
時
30
分
で
閉
館
。

◆｢

児
童
館
利
用
者
登
録
カ
ー
ド
」

　

の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
セ
ン
タ
ー
・
鷲
宮
児
童
館
に

お
い
て
、
万
が
一
、
け
が
や
災
害
等

の
際
、
保
護
者
の
方
へ
連
絡
が
取
れ

る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
緊
急
連
絡
先

を
登
録
し
て
お
く
「
児
童
館
利
用
者

登
録
カ
ー
ド
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
登
録
カ
ー
ド
は
児
童

セ
ン
タ
ー
・
鷲
宮
児
童
館
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

児
童
セ
ン
タ
ー　

☎
21
・

８
１
８
１
／
鷲
宮
児
童
館　

☎
58
・

７
０
５
４

◆
ミ
ニ
お
話
タ
イ
ム
・
の
び
の
び

　

タ
イ
ム

日
時　

５
月
１
日
㈫　

10
時
30
分
～

11
時

内
容　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
３
び
き

の
こ
ぶ
た
」
他
、
体
位
測
定

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
こ
ど
も
の
日
の
製
作

日
時　

５
月
５
日
㈷　

10
時
30
分
～

11
時
15
分

内
容　

フ
ェ
ル
ト
の
結
ぶ
だ
け

バ
ッ
ク

対
象　

小
学
生

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ド

日
時　

５
月
９
日
㈬　

16
時
～
16

時
45
分

内
容　

折
り
紙
（
母
の
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
）

対
象　

小
学
生

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

◆
プ
チ
ラ
ン
ド

日
時　

５
月
10
日
㈭　

10
時
30
分
～

11
時

場
所　

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

内
容　

ミ
ニ
運
動
会

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
共
通
】

申
込
期
間　

４
月
14
日
㈯
～
21
日
㈯

９
時
～
18
時　

※
休
館
日
を
除
く

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
児
童
館
へ

―
東
公
民
館
―

�

☎
21
・
８
０
３
０

◆
じ
っ
く
り
学
ぶ
そ
ば
打
ち
教
室

日
程　

５
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰

全
２
回　

９
時
～
13
時
30
分 

場
所　

調
理
実
習
室

内
容　

そ
ば
打
ち
や
つ
ゆ
の
作
り

方
な
ど
を
じ
っ
く
り
学
ぶ

講
師　

石い
し
か
わ川
勇い

さ
む

さ
ん
、
相あ

い

場ば

眞ま
さ

明あ
き

さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

12
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
２
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申
込
期
限　

４
月
20
日
㈮　

必
着

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
官
製
は

が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
い
ず
れ
も
２

人
ま
で
）
に
、
事
業
名
・
住
所
・

氏ふ
り
が
な名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

東
公
民
館
（
〒
３
４
６

－

０
０
１

６　

久
喜
市
久
喜
東
１
の
27
の
20

／
Ｅ
メ
ー
ルkukihigashi-kom

inkan
@
city.kuki.lg.jp

）
へ

―
森
下
公
民
館
―

�

☎
85
・
７
８
１
１

◆
イ
チ
ゴ
ス
イ
ー
ツ
作
り
教
室

　

�

～
イ
チ
ゴ
狩
り
と
イ
チ
ゴ
パ
フ
ェ

を
作
る
～

日
時　

５
月
13
日
㈰　

９
時
30
分
～

13
時

場
所　

農
家
の
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
・

調
理
室

対
象　

市
内
の
小
学
生

定
員　

15
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
等
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

上
履
き
、
飲
み
物

申
込
期
限　

４
月
22
日
㈰

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｅ
メ
ー
ル（
申
し
込
み
２
人
ま
で
）

に
、
教
室
名
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
森
下
公
民

館
（shobum

orishita-kom
inkan

@
city.kuki.lg.jp

）
へ

し
み
ん
農
園

公
民
館

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
８
１
８
１

鷲
宮
児
童
館

☎
58
・
７
０
５
４
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―
栗
橋
公
民
館
―

�

☎
52
・
０
０
６
１

◆
1
刺
し
子
教
室

日
程　

６
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日　

各
水
曜
日　

全
４
回　

13

時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

和
室

内
容　

藍
染
で
花
び
ん
敷
き
（
丸

形
）
の
作
成

講
師　

古ふ
る
か
わ川
弓ゆ

み
こ子
さ
ん

定
員　

10
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
０
０
０
円

持
物　

裁
縫
道
具
（
縫
い
針
、
マ

チ
針
、
ハ
サ
ミ
）

申
込
期
限　

５
月
14
日
㈪　

必
着

◆
2
初
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

シ
ニ
ア
向
け
安
心
・
安
全
教
室

日
時　

５
月
25
日
㈮　

14
時
～
16
時

場
所　

Ａ
１
０
２
号
室

内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本

的
な
操
作
や
機
能
を
楽
し
く
学
ぶ

講
師　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師

定
員　

20
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

持
物　

筆
記
用
具

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
７
日
㈪　

必
着

【
1
・
2
共
通
】

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル（
い
ず
れ
も
２
人
ま
で
）

に
事
業
名
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
栗
橋
公
民
館

（
〒
３
４
９

－

１
１
０
２　

久
喜

市
栗
橋
中
央
２
の
７
の
１
／
Ｅ
メ
ー

ル（kurihashi-kom
inkan@

city.kuki.lg.jp

）へ

◆
日
本
語
支
援
教
室

日
程　

毎
週
火
・
土
曜
日
、
第
２

日
曜
日　

10
時
～
12
時

内
容　

日
本
語
や
日
本
の
生
活
習

慣
に
つ
い
て
学
ぶ

対
象　

外
国
人
の
方

費
用　

１
回
１
０
０
円（
教
材
費
等
）

※�

活
動
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い

ま
す
（
栗
橋
に
ほ
ん
ご
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア　

代
表　

宇う

つ

ぎ

津
木　

☎
52
・
７
８
０
９
へ
）

―
鷲
宮
公
民
館
―

�

☎
58
・
８
１
４
４

◆
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

日
時　

５
月
20
日
㈰　

９
時
30
分
～

13
時

場
所　

実
習
室

内
容　

親
子
で
料
理
体
験
（
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
寿
司
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、

わ
か
め
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

12
組
（
申
込
順
）

費
用　

１
組
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

牛
乳
パ
ッ
ク

申
込
開
始　

４
月
14
日
㈯　

９
時

申
込
方
法　

費
用
を
直
接
、
鷲
宮

公
民
館
へ

※�

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
仮
申
込
可
。

　

�

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
事
業
名
・

住
所
・
保
護
者
と
児
童
の
氏ふ

り
が
な名
・

児
童
が
通
学
し
て
い
る
小
学
校

と
学
年
）・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、washinom

iya- kom
inkan

＠city.kuki.lg.jp

へ

◆
か
が
や
き
学
級

日
程　

①
５
月
18
日
㈮　

②
５
月

24
日
㈭　

③
６
月
１
日
㈮　

全
３

回　

①
・
③
10
時
～
11
時
30
分　

②

８
時
30
分
～
16
時

場
所　

会
議
室
２
ほ
か

内
容　

①
籐
工
芸
体
験　

②
佐
野

郷
土
資
料
館
（
田
中
正
造
資
料
を

中
心
に
見
学
）・
古
河
文
学
館
（
古

河
出
身
の
歴
史
小
説
家
永
井
路
子

の
展
示
）
見
学　

③
防
犯
講
座

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

講
師　

①
中な

か
む
ら村
ま
さ
江え

さ
ん　

③

久
喜
警
察
署
生
活
安
全
課

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

20
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

２
５
０
０
円
（
籐
工
芸
材

料
費
、
各
館
入
館
料
、
昼
食
代
）

申
込
期
限　

４
月
25
日
㈬　

必
着

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル（
い
ず
れ
も
２
人
ま
で
）

で
、
事
業
名
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電

話
番
号
・
年
齢
を
明
記
の
上
、
鷲

宮
公
民
館
（
〒
３
４
０

－

０
２
１
７

久
喜
市
鷲
宮
６
の
１
の
４
／
Ｅ
メ
ー

ルw
ashinom

iya-kom
inkan@

city.kuki.lg.jp
）
へ

※�

電
話
や
窓
口
で
の
申
し
込
み
は

不
可

◆
公
民
館
市
民
企
画
事
業
募
集

　

市
民
が
自
主
的
に
組
織
し
、
運

営
し
て
い
る
団
体
の
自
発
的
な
学

習
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市

民
企
画
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

環
境
、
福
祉
、
社
会
貢
献
・

社
会
参
加
、
国
際
化
、
情
報
化
、

人
権
等
の
分
野
で
、
市
民
を
対
象

と
し
て
企
画
さ
れ
た
講
座
や
講
演
会

実
施
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
平
成

31
年
３
月
15
日
㈮

応
募
資
格　

①
構
成
員
の
過
半
数

が
市
内
在
住
・
在
勤
者
の
団
体
で

あ
る
こ
と　

②
営
利
ま
た
は
特
定

の
政
党
・
政
治
団
体
に
関
す
る
活

動
も
し
く
は
宗
教
団
体
を
目
的
と

す
る
団
体
で
な
い
こ
と

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

４
月
30
日
㈷

応
募
方
法
・
問
合
せ　

市
民
企
画

事
業
申
込
書（
各
公
民
館
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、

中
央
公
民
館
へ

◆
健
康
体
操

日
時　

４
月
17
日
㈫　

13
時
～
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　

４
月
18
日
㈬　

13
時
30
分
～

15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

４
月
26
日
㈭　

10
時
～
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林
靖や

す
こ子
さ
ん

※�
各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

参
加
で
き
ま
す
。

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３
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●無　料　相　談 手

交通事故発生状況　２月
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
26
（86）

０
（１）

１
（３）

34
（135）

236
（605）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　２月
建　物 ３（５） 急　病 422（ 912）

車両・船舶 ０（１） 交　通 32（ 120）
その他 ４（５） その他 170（ 403）
火災件数 ７（11） 救急件数 624（1,435）

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

４月10日（火）
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

４月18日（水）
13時30分～15時30分

農業者トレーニングセンター
後継者対策室・和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線231）

４月19日（木）
10時～15時

栗橋文化会館（イリス）
会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

４月23日（月）
９時30分～11時30分

鷲宮総合支所４階
407会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

４月20日（金）
13時～17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2325）５月11日（金）

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日から）

５月10日（木）
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
407会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

５月21日（月）
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

６月１日（金）
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

菖蒲総合支所４階
第２集会室

行政相談
（国などの行政サービスへ
の意見・要望に関すること）

４月17日（火）
9時30分～12時

栗橋総合支所２階
第４会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

４月17日（火）
13時30分～16時

久喜総合文化会館
研修室２

菖蒲総合支所４階
第３集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活センター

※来室の際は、必ずお問い合
わせください。　　　　

消費生活センター　☎22－3925
※�相談時間外のお問い合わせ先
は、生活安全課市民生活・青
少年係（内線2633）

年金相談
【要予約】

４月18日(水）
９時～12時／13時～15時

市役所１階
相談室１

市民課（総合窓口）
☎22－1111（内線2666）

物忘れ相談
【要予約】５月15日㈫まで

５月17日（木）
９時～10時／10時30分～11時30分

市役所１階
相談室１・２

介護福祉課地域包括支援係
☎22－1111（内線3272）
※定員４人、治療中の方は除く

生活困窮者自立支援相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
８時30分～17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）
※�緊急の場合を除き、来所の
際はお問い合わせください。

久喜市社会福祉協議会
☎23－2526

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22－1111（内線4695）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所１階
相談室１・２

商工観光課商工労働係
☎︎85－1111（内線137）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3288）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園  さくら☎21−0787／すみれ☎21−0120／ひまわり☎22−8246
※電話相談可  あおば☎22−2566／中央☎23−6030／中央分園☎21−7870〔 〕
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久喜市休日夜間急患診療所
☎＆FAX   21－9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
受付時間
○ 18時30分～21時30分…４月１日㈰・８日㈰・
15日㈰・22日㈰、29日㈷、５月６日㈰

○ 13時30分～16時30分、18時30分～21時30分…
　�４月30日㉁、５月３日㈷・４日㈷・５日㈷
診療時間　受付開始30分後から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

●埼玉県救急医療情報センター
　（医療機関案内） ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く。
●救急電話相談（２４時間対応） 
　①�大人と小児を対象とする全国共通救急電話相談　♯７１１９
　②�大人を対象とする救急電話相談　　　　　　　　♯７０００
　※①、②：ダイヤル回線・IP電話、PHSは　☎048－824－4199
　③�小児救急電話相談　♯８０００（☎048－833－7911）
●埼玉県精神科救急情報センター
　（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内） ☎048－723－8699

　受付時間　月～金曜日…17時～翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝８時30分

問合せ　各保健センター 中央　☎₂₁－₅₃₅₄　菖蒲　☎₈₅－₇₀₂₁
栗橋　☎₅₂－₅₅₇₇　鷲宮　☎₅₈－₈₅₂₁

生活習慣病の重症化を防ごう

対象　定期接種に該当しない以下の①②を満たす方
①久喜市に住民登録があり、接種日に満65歳以上の方
②初めて肺炎球菌ワクチンを接種する方、または過去に接種してから５年以上経過している方
※平成24年４月１日以降、すでに久喜市の費用助成を受けた方は対象外
※平成30年度の定期接種の対象にあたる方には、別途個別通知を４月上旬に行います。
接種方法　お住まいの地区の保健センターへ電話または窓口で、予診票の交付を受けてから市内の実施医療機関に
直接予約の上、接種してください。
自己負担額　5,000円（接種費用8,000円のうち助成金額3,000円）※生活保護世帯の方、中国残留邦人等の支援給付を
受けている方は全額を助成（証明となるものを医療機関の窓口に提示してください）
接種時の持物　予診票、健康保険証、自己負担額5,000円

高齢者肺炎球菌【任意】接種費用の一部を助成します

大人の風しん予防接種の費用助成について　
対象　接種時に久喜市に住民登録があり、埼玉県風し
ん抗体検査事業の結果、予防接種をすすめられた方
※�埼玉県の実施する抗体検査の結果以外での予防接種
をされた方、今までに市の助成を受けた方は対象外

助成金額　3,000円（１回限り）
※�予防接種費用が助成金額未満の場合は、助成金額は
予防接種費用の額とします。

対象となる接種
・接種日　４月１日から平成31年３月31日まで
・�使用ワクチン　「風しんワクチン」（単独）または
「麻しん風しん混合ワクチン」（MR)

申請受付期間　４月１日から平成31年４月６日まで
（消印有効）

申請手続きの手順
１　医療機関で予防接種を受け、接種内容（領収書等）
を医療機関から受け取ってください。
２　次の①～③をお住まいの地区の保健センターにご提出
してください。後日、助成金額を指定された口座に振り込
みます。
①�久喜市大人の風しん予防接種費用助成金申請書および
請求書（各保健センターで配布するほか、市ホームペー
ジからもダウンロード可）
②�接種内容のわかるもの（領収書、予防接種済証などの原本）
③埼玉県風しん抗体検査申込書兼検査結果通知書
※請求書には、振込先の金融機関と口座の記入が必要です。
※�記入漏れがなく、書類が全て揃っていれば、郵送での
申請もできます。

生活習慣が影響する病気等は、家族や近親者で同じような病気にかかることが多くあります。
家族そろって健康診断等を受け、生活習慣を見直す機会としましょう。

心臓病や脳卒中などの生活習慣病は、検査の値が少しだけ悪くなった程度では、目立った症
状がありません。しかし、検査の値が悪い状態を放っておくと、時間の経過とともに体に悪影
響を及ぼし、日常生活に支障がでることがあります。

こんな覚えは
ありませんか？

□ 検診の結果が少々悪くても気にしていない　□ 治療が必要と言われたが、治療を受けていない
□ 検診を定期的に受けていない　　　　　　　□ 薬は飲んでいるが、生活習慣の改善はしていない

● 健康診断の数値の変化を見ていきましょう。
● 今の体の状態を把握して生活習慣の改善を行いましょう。
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　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚士によ
る個別相談を実施しています。また、不妊治療費助成事業を実施しています。詳細は、各保健センターにお問い合
わせください。

手●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　４月10日㈫～５月９日㈬（４月１日～９日は広報くき３月１日号に掲載済）

事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月20日㈮　受付：12時45分～13時45分 平成29年12月生まれ

10か月児健康診査 ４月11日㈬　受付：12時45分～13時45分
５月９日㈬　受付：12時45分～13時45分

平成29年５月１日～６月７日生まれ
平成29年６月８日～７月６日生まれ

１歳６か月児健康診査 ４月18日㈬　受付：12時45分～13時45分 平成28年10月生まれ
３歳児健康診査 ４月25日㈬　受付：12時45分～13時45分 平成26年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月26日㈭　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ５月９日㈬　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
多胎児のつどい（双子・
三つ子の保護者のつどい）４月17日㈫　10時30分～11時30分 双子・三つ子の保護者

精神保健福祉士によるこ
ころの健康相談【要予約】４月26日㈭　13時30分～15時30分

意欲の低下やひきこもり傾向にある方等
※家族などからの相談も可

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月17日㈫　受付：12時30分～12時50分 平成29年11月～12月生まれ
３歳児健康診査 ４月18日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成26年11月～12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月25日㈬　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ４月27日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月17日㈫　受付：13時～13時30分 平成29年12月生まれ
10か月児健康診査 ５月８日㈫　受付：13時～13時30分 平成29年６月１日～７月15日生まれ
１歳６か月児健康診査 ４月10日㈫　受付：13時～13時30分 平成28年９月～10月生まれ
３歳児健康診査 ４月20日㈮　受付：13時～13時30分 平成26年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月23日㈪　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ４月25日㈬　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ダンベル体操 ４月19日㈭　①９時30分～10時30分
　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

コアラ（障がいのある子
どもの保護者のつどい） ５月８日㈫　10時～11時30分 心や身体に気がかりのある子どもの保護者

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月20日㈮　受付：13時～13時45分 平成29年12月生まれ
10か月児健康診査 ４月19日㈭　受付：13時～13時45分 平成29年６月生まれ
１歳６か月児健康診査 ４月12日㈭　受付：13時～13時45分 平成28年９月生まれ
３歳児健康診査 ４月13日㈮　受付：13時～13時45分 平成26年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月16日㈪　受付：９時30分～10時30分
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ５月８日㈫　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
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 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎ 0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－3319
 ■久喜市役所（第二庁舎）
　〒346-0024 北青柳1404-7 ☎ 0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－0300
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎ 0480－85－1111（代表）／■FAX   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎ 0480－53－1111（代表）／■FAX   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮₆丁目1-1 ☎ 0480－58－1111（代表）／■FAX   0480－58－2020
 ■久喜市教育委員会
　〒346-0033 下清久500-1 ☎ 0480－22－5555（代表）／■FAX   0480－31－9550

久喜市の人口
３月１日現在

（　）内は前月比

人　口 153,888人　（－87）
男　 76,821人　（－53）
女　 77,067人　（－34）
世帯数 65,369世帯（＋41）
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載
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史
だ
よ
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第
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回
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﹄
よ
り
）

　

安
積
得
也
の
﹃
詩
集�

一
人
の
た
め
に
﹄

は
、
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
の
出
版
以

来
、
度
々
重じ

ゅ
う
は
ん版
さ
れ
、
現
在
で
も
多
く
の

人
々
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

得
也
は
、
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）
に
東

京
の
深
川
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
２
歳
の
時
に

父
を
亡
く
し
、
６
歳
で
桜さ

く
ら
だ
む
ら

田
村
上か

み
か
わ
さ
き

川
崎
（
現

久
喜
市
上
川
崎
）
の
母
の
実
家
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
桜
田
村
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た

得
也
は
、
桜
田
尋じ

ん
じ
ょ
う常
小
学
校
（
現
桜
田
小
学

校
）
を
卒
業
し
、
粕か

す
か
べ壁
中
学
校
（
現
春
日
部

高
等
学
校
）、
第
一
高
等
学
校
（
現
東
京
大

学
教
養
学
部
）
を
経
て
、東
京
帝
国
大
学
（
現

東
京
大
学
）
法
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
内
務
省
に
入
省
し
、
内
務

官
僚
と
し
て
岡
山
県
知
事
な
ど
の
要
職
を
歴

任
す
る
一
方
で
、
詩
人
や
社
会
評
論
家
と
し

て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

得
也
の
詩
や
随
筆
に
は
、
人
間
の
可
能
性

を
信
じ
、
人
生
は
永
遠
の
途
中
で
あ
る
と
す

る
「
未
見
の
我
」
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ

り
ま
す
。こ
の「
未
見
の
我
」と
い
う
考
え
は
、

得
也
が
中
学
１
年
生
の
時
に
カ
ン
ニ
ン
グ
の

濡ぬ

れ
衣ぎ

ぬ

に
よ
っ
て
赤せ

き
め
ん面
恐
怖
症
と
な
り
、
悩

み
ぬ
い
た
末
に
「
自
分
の
中
に
は
ま
だ
見
ぬ

自
分
が
い
る
」
と
考
え
、
自
ら
の
可
能
性
を

信
じ
て
心
の
支
え
と
し
た
も
の
で
す
。

　

得
也
は
、
第
一
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
機

に
桜
田
村
を
離
れ
ま
す
が
、
後
に
母
校
で
あ

る
桜
田
小
学
校
を
は
じ
め
、
江え

づ
ら面
第
二
小
学

校
・
菖
蒲
南
中
学
校
・
鷲
宮
中
学
校
の
市
内

４
校
の
校
歌
を
作
詞
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
限
り
な
い
可
能
性
に
期
待

す
る
得
也
の
歌
詞
は
、
今
も
な
お
子
ど
も
た

ち
に
よ
っ
て
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

郷
土
資
料
館　

☎
57
・
１
２
０
０

　　　　未み

け

ん見
の
我わ

れ安あ

づ

み積
得と

く

や也
　　　　　

▲ 安積得也の随筆『未見へ
の出発』（昭和12年発行、
郷土資料館所蔵）

▲ 安積得也の随筆『未見へ

　花と緑と大空の祭典「第30回久喜市れんげ
祭り」を開催します。
　れんげ畑で楽しい１日を過ごしてみませんか。
日時　４月29日㈷　９時～15時30分
※�小雨決行、雨天順延（４月30日㉁も雨天の
場合は中止）

場所　久喜市所久喜377番地ほか
内容　地元農業者による手打ちうどんやもち
等の各種模擬店、地元伝統芸能の披露、各種
アトラクションほか
その他　駐車場の台数に限りがあるため、バ
スやタクシーなどの公共交通機関をご利用く
ださい。
問合せ　れんげ祭り実行委員会事務局（農業
振興課農業振興係内〔菖蒲総合支所内〕／内
線336）

　５月１日利用分から、ＮＨＫ菖蒲久喜ラジオ放送所（菖蒲町三
箇3047-１）構内運動施設の野球場とテニスコートが栗橋地区、鷲
宮地区に在住・在勤の方も利用できるようになります。（従前ど
おり久喜地区、菖蒲地区
の方も利用できます。）
申込方法　直接、菖蒲温
水プールへ（野球場は利
用日の１か月前、テニス
コートは１週間前から予
約可）
問合せ　教育委員会生涯
学習課スポーツ振興係
（内線368）

ＮＨＫ菖蒲久喜ラジオ放送所構内
運動施設の利用拡大について

れんげ祭り開催

施設概要

施設名 利用
時間

１面あたりの
使用料 施設数

野球場
（軟式）

５時～
21時

施設料1,000円
（２時間）
照明料2,500円
（１時間）

１面

テニス
コート

５時～
21時

施設料500円
︵２時間）
照明料400円
（１時間）

３面

文

至古河

至久喜IC至
幸
手

至大宮駅

至宇都宮駅

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

県
道
さ
い
た
ま
栗
橋
線

東武伊勢崎線

至館林駅

鷲宮神社
至加須IC

至川越

県道加須幸手線

郷土資料館

西大輪

東大輪
歩道橋

東
鷲
宮
駅

久
喜
駅

鷲宮駅

栗
橋
駅

県道川
越栗橋

線




